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第 1 章

はじめに

• 概要, 1 ページ

• その他の情報, 2 ページ

• 安全性とパフォーマンスに関する情報, 2 ページ

• アクセシビリティ機能, 4 ページ

概要
このガイドでは、Cisco Unified IP Conference Phone 8831で使用可能な機能の概要について説明し
ています。電話機の機能について確実に理解するには、このガイドをよく読んでください。よく

使用されるセクションへのリンクを次の表に示します。

参照先目的

安全性とパフォーマンスに関する情報, （2ページ）を参照
してください。

安全情報を参照する

電話機の接続, （15ページ）を参照してください。電話機を接続する

Cisco Unified IP Conference Phoneの機能, （5ページ）を参照
してください。

設置後に電話機を使用する

ボタンとハードウェア, （6ページ）を参照してください。電話機のボタンの意味を調べる

電話スクリーン, （13ページ）を参照してください。スクリーンについて調べる

コール機能, （39ページ）を参照してください。コールを発信する

保留, （56ページ）を参照してください。コールを保留にする

ミュート, （63ページ）を参照してください。ミュートにする
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参照先目的

転送, （67ページ）を参照してください。コールを転送する

会議, （49ページ）を参照してください。会議コールを発信する

スピードダイヤル, （66ページ）を参照してください。スピードダイヤルを設定する

共有回線, （66ページ）を参照してください。電話番号を共有する

呼出音, （24ページ）を参照してください。呼出音の音量やトーンを変更す

る

通話履歴, （22ページ）を参照してください。不在着信履歴を表示する

メッセージ, （37ページ）を参照してください。ボイスメッセージを聞く

その他の情報
次の URLからシスコ製品の最新資料を入手することができます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps12965/tsd_products_support_series_home.html

次の URLで Cisco Webサイトにアクセスできます。

http://www.cisco.com/

最新のライセンス情報には、次の URLからアクセスできます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps12965/products_licensing_information_listing.html

安全性とパフォーマンスに関する情報
次の項では、停電および外部デバイスがご使用の Cisco Unified IP Phoneに与える影響について説
明します。

停電

電話機で緊急サービスを利用できるかどうかは、電話機に電源が供給されているかどうかにより

ます。電源の供給が停止した場合、電源が回復するまで、サービスおよび緊急コールサービスの

ダイヤルは機能しません。電源の異常や障害が発生した場合は、サービスまたは緊急コールサー

ビスのダイヤル前に、装置をリセットまたは再設定する必要があります。
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外部デバイス

シスコでは、不要な無線周波数（RF）および可聴周波数（AF）がシールドされた高品質の外部デ
バイス（ヘッドセットなど）、ケーブル、コネクタの使用を推奨しています。

一部のCisco IPテレフォニー製品では、外部デバイス、コード、またはケーブルをサポートし
ていません。詳細については、使用する電話機のマニュアルを参照してください。

（注）

これらのデバイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、

雑音が入ることもあります。そのような場合、シスコは次の対策の 1つ以上を講じることを推奨
します。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスを離す。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。

•外部デバイス用にシールドされたケーブルを使用するか、高品質なシールドおよびコネクタ
を備えたケーブルを使用する。

•外部デバイスのケーブルを短くする。

•外部デバイス用のケーブル上にフェライトまたはその他類似のデバイスを使用する。

シスコでは、外部デバイス、ケーブル、コネクタの性能を保証できません。

欧州連合諸国では、EMC Directive [89/336/EC]に完全に準拠した外部スピーカ、マイクロフォ
ン、ヘッドセットだけを使用してください。

注意

シスコ製品のセキュリティ

この製品には、輸入、輸出、譲渡、使用を規制する米国またはその他の国の法律の対象となる暗

号化機能が含まれています。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化技術の輸

入、輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、販売業

者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使用する

にあたっては、関係法令の順守に同意する必要があります。米国および他の国の法律を順守でき

ない場合は、本製品を至急送り返してください。

米国の輸出規制の詳細については、次の URL http://www.bis.doc.gov/index.php/regulations/
export-administration-regulations-earで参照できます。
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アクセシビリティ機能
Cisco Unified IP Phone 8800シリーズには、視覚障がい、聴覚障がい、運動障がいを持つユーザの
ためのアクセシビリティ機能があります。

これらの電話機の機能の詳細については、http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cuipph/
all_models/accessibility/english/user/guide/access_70.htmlを参照してください。

アクセシビリティの詳細については、次のシスコのWebサイトを参照してください。

http://www.cisco.com/web/about/responsibility/accessibility/index.html

   Cisco Unified Communications Manager 10.0 向け Cisco Unified IP Phone 8831 ユーザガイド
4

はじめに

アクセシビリティ機能

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cuipph/all_models/accessibility/english/user/guide/access_70.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cuipph/all_models/accessibility/english/user/guide/access_70.html
http://www.cisco.com/web/about/responsibility/accessibility/index.html


第 2 章

Cisco Unified IP Conference Phone の機能

• 機能の概要, 5 ページ

• ボタンとハードウェア, 6 ページ

• 電話スクリーン, 13 ページ

• 電話機の接続, 15 ページ

• IP Phoneに関する全般情報, 18 ページ

• 機能のアベイラビリティ, 19 ページ

機能の概要
Cisco Unified IP Conference Phone 8831は、IPネットワークでの音声通信を提供する、フル機能の
単一回線会議ステーションです。デジタルビジネス電話機とほぼ同様に機能し、電話コールの発

受信に加えて、ミュート、保留、転送、スピードダイヤル、コール転送などの機能を使用できま

す。さらに、会議ステーションがデータネットワークへ接続するため、ネットワーク情報やネッ

トワークサービスへのアクセスやカスタマイズ可能な機能やサービスなど、拡張 IPテレフォニー
機能を提供します。

会議ステーションはバックライト付き LCD画面や、最大 10件のスピードダイヤル番号のサポー
ト、その他のさまざまな高度な機能を提供します。オプションのマイクロフォン拡張キットを使

用すれば、2つのユニットをリンクさせて室内カバー範囲を拡張することが可能です。

この会議ステーションを使用すると、基本的なコール処理機能に、強化された生産性機能が加わ

るため、コール処理機能が拡張されます。設定により、会議ステーションは次のことをサポート

しています。

•ネットワークデータ、XMLアプリケーションおよびWebベースのサービスへのアクセス

•会議ステーション機能のオンラインカスタマイズおよびCiscoUnifiedCommunicationsセルフ
ケアポータルからのサービス
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ボタンとハードウェア
会議用電話機には、次の 2つのプライマリコンポーネントがあります。

•ディスプレイ制御ユニット（DCU）

•サウンドベース

さらに、次のオプションの拡張キットを会議用電話機に追加したり、会議用電話機とともに使用

したりすることができます。

•有線マイクロフォン拡張キット

•ワイヤレスマイクロフォン拡張キットとチャージャー

会議用電話機を使用するには、企業の IPテレフォニーネットワークへ接続する必要があります。

LED の状態の定義
サウンドベースおよび DCUの LEDにより、会議用電話機の状態に関する情報が提供されます。

たとえば、サウンドベースと DCUの発信ボタンの緑色の点滅は、着信コールがあることを示し
ます。会議用電話機がミュートになっているときに着信コールがあると、発信ボタンが引き続き

緑色に点滅しますが、DCUのミュートボタンの LEDは赤色に点灯し、サウンドベースのミュー
トボタンも赤色に点灯します。

次の表に、サウンドベースおよび DCUの LED動作について説明します。

表 1：会議用電話機の LED の状態に関する表

ディスプレイ制御ユニット

（DCU）
サウンドベースフォーカスされた

コール

メディアパ

ス状態

DCU のミュー
トボタン

DCU の発信ボ
タン

ミュートボ

タン

ベースの LED
（3 箇所）

コールなしオフ

点灯赤色コールなし、VMあ
り

オフ

点滅緑色点滅緑色サイレント（フラッ

シュ）

オフ

点滅緑色点滅緑色着信コールオフ

点滅緑色点滅緑色保留復帰コールオフ
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ディスプレイ制御ユニット

（DCU）
サウンドベースフォーカスされた

コール

メディアパ

ス状態

DCU のミュー
トボタン

DCU の発信ボ
タン

ミュートボ

タン

ベースの LED
（3 箇所）

明滅緑色明滅緑色保留コールオフ

明滅赤色リモート保留コールオフ

点灯赤色リモートで使用中の

コール

オフ

点灯緑色点灯緑色発信中/接続中のコー
ル

ミュート解除

点滅緑色点灯緑色サイレント（フラッ

シュ）

ミュート解除

点滅緑色点灯緑色着信コールミュート解除

点滅緑色点灯緑色保留復帰コールミュート解除

点灯赤色点灯緑色点灯赤色点灯赤色発信中/接続中ミュート

点灯赤色点滅緑色点灯赤色点灯赤色サイレント（フラッ

シュ）

ミュート

点灯赤色点滅緑色点灯赤色点灯赤色着信コールミュート

点灯赤色点滅緑色点灯赤色点灯赤色保留復帰コールミュート

点灯グ

レー

ディープスリープ

モード

ディープス

リープモー

ド

ディスプレイ制御ユニット

ディスプレイ制御ユニット（DCU）は、マイクロ USBコネクトを使用してサウンドベースに接
続します。

次の図および表は、DCUのボタンおよびハードウェアを示しています。
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表 2：ディスプレイ制御ユニットのボタンおよびソフトキー

説明項目

会議用電話機のメニューおよび機能が表示されるLCDス
クリーン。

電話スクリーン1

4つのプログラマブルキー。ソフトキー2

ディスプレイ上でメニューをスクロールして項目を選択

できる 2方向のナビゲーションバーと選択キー。
ナビゲーションバーと

選択キー

3

LEDバックライト付き発信ボタン。

このキーを押して次の操作を行います。

•オフフックにする

•着信コールに応答する

•ダイヤルトーンを取得してコールを開始する

•コールを復帰する

•コールをリリースする

発信ボタン4
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説明項目

電話番号のダイヤルや文字の入力を行います。キーパッド5

ミュート機能を切り替えます。赤色のバックライトは、

コールがミュートになっていることを示します。

ミュートボタン6

スピーカの音量を上げる 2方向の調整スイッチ。音量調節ボタン7

DCUの LEDの意味の詳細については、「LEDの状態の定義, （6ページ）」を参照してくだ
さい。

（注）

サウンドベース

サウンドベースは、360度全方位をカバーする 4つのマイクロフォンを内蔵し、全二重方式のス
ピーカーフォンをサポートしています。

室内カバー範囲を拡張するには、2つのサウンドベースユニットをリンクします。

次の図および表は、サウンドベースのボタンおよび接続部を示しています。
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表 3：サウンドベースのボタン

説明項目

3つの LEDインジケータによって、コールステータス
情報が提供されます。 LED動作の詳細については、
「LEDの状態の定義, （6ページ）」を参照してくだ
さい。

LEDインジケータ1、2、3

バックライト付きミュートボタン。ミュートボタン4

ワイヤレス拡張マイクロフォンおよびチャージャーキット

オプションのワイヤレス拡張マイクロフォンおよびチャージャーキットには、2つの無指向性ワ
イヤレスマイクロフォン、チャージャーユニット、チャージャーユニットに電源を投入するた

めの 2つの国別のAC電源クリップアダプタがあります。マイクロフォンキットを接続すること
により、会議ステーションの室内カバー範囲が広くなります。
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表 4：ワイヤレス拡張マイクロフォンおよびチャージャーのボタンと機能

説明項目

無指向性ワイヤレスマイクロフォン1

LEDバッテリステータスインジケータ2

チャージャートレイ3

ミュートボタン4

バッテリ収納部5

充電接触部6
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CP-MIC-WRLS-S-US=ワイヤレスマイクロフォンについては、バッテリカバーの下にあるFCC
ID認証番号を参照してください。 FCC ID：LDKMICWR0776

（注）

CP-MIC-WRLS-S-US=ワイヤレスマイクロフォンについては、バッテリカバーの下にあるカ
ナダ IC認証番号を参照してください。 IC：2461B-MICWR0776

（注）

有線拡張マイクロフォンキット

オプションの有線拡張マイクロフォンキットには、2つの無指向性有線マイクロフォンがありま
す。マイクロフォンキットを接続すると、会議用電話機の室内カバー範囲が拡張されます。サ

ウンドベースには 2つの有線マイクロフォンポートがあり、1つまたは 2つの有線マイクロフォ
ンを接続できます。

会議用電話をリンクモードで別のサウンドベースに接続した場合、プライマリサウンドベース

は、1つまたは 2つのワイヤレスマイクロフォン、あるいは 1つの有線マイクロフォンをサポー
トします。セカンダリユニットは、1つの有線マイクロフォンのみをサポートします。ワイヤレ
スマイクロフォンをセカンダリサウンドベースに接続することはできません。マイクロフォン

キットの混在はできません。マイクロフォンを両方のサウンドベースに接続する場合は、マイク

ロフォンキットを両方とも有線マイクロフォンにする必要があります。

有線マイクロフォンとワイヤレスマイクロフォンを同時に使用することはできません。ワイ

ヤレスマイクロフォンが優先されます。ペアリングされた、またはチャネルに接続された会

議用電話機に有線マイクロフォンを接続しようとすると、有線マイクロフォンは無効であるこ

とを示す警告が表示されます。この問題を解決するには、有線マイクロフォンを接続する前

に、ペアリングまたは接続されたワイヤレスマイクロフォンをペア解除します。

（注）
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表 5：有線マイクロフォンのボタン

説明項目

ミュートボタン1

電話スクリーン
DCUには、LCD電話スクリーンが搭載されています。アイドル状態のスクリーンとホーム画面
に、コールおよび機能のステータスに関する情報が表示されます。

会議用電話機がオフライン状態である場合、アイドル状態のスクリーンに「電話が未登録です」

というメッセージが表示され、[機能]ソフトキーが使用可能な状態になっています。

画面上で使用可能な機能については、以下の図および表を参照してください。
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表 6：電話スクリーンのレイアウト。

説明項目

日付、時刻、現在の電話番号が表示されます。

メニュー名が表示されます（該当する場合）。

ヘッダー1

回線ラベル、コール詳細、およびステータス

メッセージ（不在着信、メッセージ受信、コー

ル転送情報など）が表示されます。

回線の詳細とその他の電話機

情報

2

コールの状態（コール呼び出し中、コール保

留中、暗号化済みコール、接続済みコールな

ど）が表示されます。

コール状態アイコン3

現在利用可能な機能や操作のソフトキーが表

示されます。

ソフトキーラベル4

これらのアイコンは、拡張マイクロフォン

（5）、リンクモード（6）などの関連機能が
接続されている場合に表示されます。

機能アイコン5、6

電話スクリーンのアイコン

表 7：電話スクリーンのアイコン

説明アイコン

オンフック

オフフック

呼び出し中
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説明アイコン

接続中

保留

共有回線

マイクロフォン接続中

リンクモード

暗号化済み

電話スクリーンのクリーニング

会議ステーションのディスプレイスクリーンを拭くときは、乾いた柔らかい布だけを使用し

てください。電話機には液体や粉を使用しないでください。電話機の部品に入り込み、故障

の原因になる可能性があります。

注意

電話機の接続
サウンドベースは電話機へのネットワーク接続部および電源接続部を備えています。また、DCS
用ミニ USB接続部、有線マイクロフォンポート、およびリンクモード機能用デイジーチェーン
ポートも備えています。

次の図および表は、サウンドベースの接続部およびポートを示しています。
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表 8：サウンドベースの接続部およびポート

説明項目

ネットワークポート（10/100 SW）の接続。 IEEE
802.3af電源対応。

ネットワークポート1

ローカル電源の接続。壁面の電源2

ベースステーションを DCUに接続します。

USBケーブルを接続するときは、フェラ
イトビーズをしっかりと押し込み、ポス

ト間に正しく取り付けます。

注目

ミニ USBポート3

2つの RJ11マイクロフォンポート。オプション
の有線マイクロフォンを各ポートに接続できます。

有線マイクロフォンポート4

リンクモードでの 2つのベースステーションの接
続をサポートします。

リンクモードのデイジー

チェーンポート

5
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DCU へのミニ USB ケーブルの接続
次のイメージでは USBケーブルの装着方法を説明しています。

手順

ステップ 1 ミニ USBコネクタを電話機の底部にあるポートに差し込みます。

ステップ 2 フェライトビーズをポスト間に配置し、しっかりと押し込みます。

ステップ 3 ケーブル用の溝にケーブルを通します。ケーブルに少し緩みがあることを確認します。

ネットワークケーブルへのフェライトビーズの取り付け

次のイメージではネットワークケーブルへのフェライトビーズの装着方法を説明しています。
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手順

ステップ 1 フェライトビーズをネットワークケーブルの先端に合わせて、フェライトビーズからケーブル

が 1.0 mm +/- 0.3 mm出るようにケーブルに沿ってフェライトビーズをずらします。

ステップ 2 フェライトビーズの溝にケーブルを置き、ケーブルがフェライトビーズの底側に出るようにフェ

ライトビーズにケーブルを一周巻き付けます。

ステップ 3 フェライトビーズの溝にケーブルを配置してフェライトビーズを閉めます。ラッチを閉じます。

IP Phone に関する全般情報

省電力モード

お使いの会議ステーションでは、Cisco EnergyWise（EW）プログラムをサポートしています。シ
ステム管理者は、節電のために会議ステーションのスリープ（電源オフ）時間とウェイク（電源

オン）時間を設定します。スリープ状態にすると、サウンドベースのミュートボタンの LEDが
グレーに点灯し、DCUの電源がオフになります。
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スケジュールされたスリープ時間の10分前になると、特定の時刻に会議ステーションの電源がオ
フになることを示すメッセージが表示されます。システム管理者が省電力モードを有効にしてい

る場合、呼出音が再生されます。呼出音は、次のスケジュールに従って再生されます。

•電源オフの 10分前になると、呼出音が 4回再生されます。

•電源オフの 7分前になると、呼出音が 4回再生されます。

•電源オフの 4分前になると、呼出音が 4回再生されます。

•電源オフの 30秒前になると、呼出音が 15回または会議用電話機の電源がオフになるまで再
生されます。

スリープ時に会議ステーションが非アクティブ（アイドル）の場合は、会議ステーションの電源

がオフになります。会議ステーションがアクティブ（コール中など）の場合、会議ステーション

が非アクティブになってしばらく経ってから電源がオフになります。

会議ステーションがスリープ状態になった後で会議ステーションをウェイクアップするには、サ

ウンドベースのミュートボタンを押します。 DCUを使用して会議ステーションをウェイクアッ
プすることはできません。会議ステーションが一定期間非アクティブになっていると、再びス

リープ状態になります。設定されたウェイク時間になると、会議ステーションの電源がオンにな

ります。

ウェイク時間とスリープ時間は、通常勤務する設定済みの日にもリンクされています。要件が変

わった（たとえば、勤務時間または勤務日が変わった）場合は、会議ステーションを再設定する

ようシステム管理者に依頼してください。

EnergyWiseおよび会議ステーションの詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

機能のアベイラビリティ
会議ステーションのシステム設定に応じて、このガイドに記載されている機能がご使用の会議ス

テーションで利用できない、または動作が異なる場合があります。詳細については、システム管

理者にお問い合わせください。
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第 3 章

アプリケーション

• サービス, 21 ページ

• 通話履歴, 22 ページ

• 設定, 24 ページ

• リンクモード, 25 ページ

• IP Phoneの情報, 27 ページ

• 管理者設定, 28 ページ

サービス
会議ステーションサービスには、特殊なテレフォニー機能、ネットワークデータ、およびWeb
ベースの情報が含まれます。電話機で使用できるサービスは、システム設定および登録したサー

ビスによって異なります。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

サービスへのアクセス

手順

ステップ 1 [機能]を押します。

ステップ 2 ナビゲーションバーと選択ボタンを使用し、画面をスクロールしてアクセスするサービスを選択

します。

ステップ 3 [選択]ソフトキーを押すか、または [終了]を押してアプリケーション画面に戻ります。
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通話履歴
通話履歴を使用すると、会議ステーションの着信コールおよび発信コールに関する情報を表示で

きます。次のようなコールのタイプを示す、コール状態アイコンが表示されます。

•着信

•発信

•不在着信

履歴には、履歴タイプごとに最大 50件のレコードが保存されます。

コールアイコンと発信者 IDが表示されます。発信者 IDの情報がない場合は、電話番号が表示さ
れます。電話番号の情報がない場合は、「不明」というメッセージが表示されます。すべての通

話履歴項目は 1つのリストにまとめられ、日時の新しいものから順番に表示されます。

通話履歴のリストから直接電話番号をダイヤルできます。

管理者によって設定されている場合は、共有回線から受発信したコールが通話履歴に記録されま

す。通話履歴ログを表示するには、[通話履歴]画面を開きます。

通話履歴の表示

手順

ステップ 1 [機能]を押します。

ステップ 2 ナビゲーションバーと選択ボタンを使用し、画面をスクロールして [通話履歴]を選択します。

コールレコードの詳細の表示

手順

ステップ 1 [機能]を押します。

ステップ 2 ナビゲーションバーと選択ボタンを使用し、画面をスクロールして [通話履歴]を選択します。

ステップ 3 コールレコードを選択し、[詳細]を押します。
[詳細]ソフトキーがスクリーンに表示されていない場合、最初に [次へ]を押します。

ステップ 4 通話履歴のリストに戻るには、 を押します。
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通話履歴からのダイヤル

手順

ステップ 1 [機能]を押します。

ステップ 2 ナビゲーションバーと選択ボタンを使用し、画面をスクロールして [通話履歴]を選択します。

ステップ 3 [通話履歴]リストでダイヤルするコールを選択し、[発信]を押します。

電話番号の編集

手順

ステップ 1 [機能]を押します。

ステップ 2 ナビゲーションバーと選択ボタンを使用し、画面をスクロールして [通話履歴]を選択します。

ステップ 3 編集するコールを選択します。

ステップ 4 [編集]を押します。

ステップ 5 カーソルを右へ移動するには [>>]を押し、左へ移動するには [<<]を押します。

•カーソルを左端の文字の前に移動するには、ナビゲーションバーの上矢印を押します。

•カーソルを右端の文字の後に移動するには、ナビゲーションバーの下矢印を押します。

ステップ 6 を押して番号を削除します。

ステップ 7 編集した番号をダイヤルするには、[ダイヤル]を押します。

ステップ 8 通話履歴のリストに戻るには、 を押します。
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通話履歴のクリア

手順

ステップ 1 [機能]を押します。

ステップ 2 ナビゲーションバーと選択ボタンを使用し、画面をスクロールして [通話履歴]を選択します。

ステップ 3 [クリア]を押します。

ステップ 4 [削除]を押して通話履歴のリストを削除するか、[キャンセル]を押して [通話履歴]画面に戻りま
す。

コールレコードの削除

手順

ステップ 1 [機能]を押します。

ステップ 2 ナビゲーションバーと選択ボタンを使用し、画面をスクロールして [通話履歴]を選択します。

ステップ 3 削除するコールを選択します。

ステップ 4 [削除]を押します。

ステップ 5 [削除]を押してコールを削除するか、[キャンセル]を押して [通話履歴]画面に戻ります。

設定

呼出音

会議ステーションで着信コールと新しいボイスメールメッセージがどのように示されるかをカス

タマイズできます。また、呼出音の音量を調節できます。デフォルトの呼出音に加え、最大 6種
類の呼出音が鳴るように電話機をカスタマイズできます。呼出音の設定は、電話機で直接行う

か、Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルから行うことができます。
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呼出音の変更

手順

ステップ 1 [機能]を押します。

ステップ 2 ナビゲーションバーと選択ボタンを使用し、画面をスクロールして [設定]を選択します。

ステップ 3 [呼出音]を選択します。

ステップ 4 呼出音を選択します。

ステップ 5 [再生]を押して、選択した呼出音を再生します。

ステップ 6 [設定]を押して、呼出音を選択します。

ステップ 7 [適用]を押して選択を確定するか、[キャンセル]を押して [呼出音]画面に戻ります。

ステップ 8 を押して [設定]画面に戻ります。

コントラスト

LCDスクリーンのコントラストレベルを調整できます。デフォルト設定のコントラストレベル
は 50%です。

コントラストの調整

手順

ステップ 1 [機能]を押します。

ステップ 2 ナビゲーションバーと選択ボタンを使用し、画面をスクロールして [設定]を選択します。

ステップ 3 [コントラスト]を選択します。

ステップ 4 コントラストを上げるには、ナビゲーションバーの上矢印を押します。コントラストを下げるに

は、下矢印を押します。

ステップ 5 [保存]を押してコントラストレベルを設定するか、[キャンセル]を押して終了します。

リンクモード
会議用電話機の 2つのサウンドベースユニットは、リンクして音声のカバー範囲を広げることが
できます。 1つのサウンドベースはプライマリデバイスとして機能し、もう 1つのサウンドベー
スは従属デバイスまたはセカンダリデバイスとして機能します。
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リンクモードでは、プライマリベースステーションは、1つのワイヤレスマイクロフォンまた
は有線マイクロフォンをサポートします。セカンダリユニットは、1つの有線マイクロフォンの
みをサポートします。マイクロフォンキットの混在はできません。マイクロフォンを両方のサウ

ンドベースに接続する場合は、マイクロフォンキットを両方とも有線マイクロフォンにする必要

があります。

リンクすると、音声、ダイヤルトーン、呼出音、およびベース LEDの各機能は、2つのデバイス
間で同期します。コールがアクティブになっているときに 2つのサウンドベースをリンクするこ
とができます。

リンクモードがアクティブである場合、アイドル状態のスクリーンとコールスクリーンにリンク

モードアイコンが表示されます。

次の表に、会議用電話機をリンクモードで配置する際に従うべきベストプラクティスの概要を示

します。このようにしてデバイスをリンクすると、システムソフトウェアによって、プライマリ

として使用するデバイスとセカンダリとして使用するデバイスが自動的に検出されます。

表 9：リンクモード設定のベストプラクティス

セカンダリへの接続プライマリへの接続コンポーネント

×○ディスプレイ制御ユニット

（DCU）

×○ネットワークケーブル

×○壁面の電源

○○オプションの有線マイクロフォ

ン

×○オプションのワイヤレスマイ

クロフォン

DCUをセカンダリデバイスに接続すると、DCUがダミー DCUであることを示すプロンプト
が表示されますが、表示されない場合、DCUは機能しません。

（注）

サウンドベースをリンクモードで使用する場合、CP-PWR-CUBE-3外部電源装置を使用して、
プライマリベースユニットを接続する必要があります。

注意

2つのデバイスを登録後にリンクする場合、どちらをプライマリデバイスにするかを選択できま
す。

セカンダリデバイスは、プライマリデバイスからシームレスにファームウェアのアップグレード

を受信します。
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会議用電話機のリンク

デイジーケーブルを使用して、2つのサウンドベースユニットをリンクモードで接続します。
この手順では、2つのユニットを接続するためのベストプラクティスについて説明します。

手順

ステップ 1 DCUを、プライマリユニットとして使用する会議用電話機に接続します。

ステップ 2 ネットワークケーブルを、プライマリユニットとして使用する会議用電話機に接続します。

ステップ 3 電源ケーブルをプライマリデバイスに接続し、コンセントに差し込みます。

セカンダリサウンドベースを外部電源に差し込む必要はありませんが、リンクモードではプラ

イマリユニットを外部電源に接続する必要があります。

ステップ 4 規定のデイジーケーブルを使用して、プライマリユニットをセカンダリサウンドベースに接続

します。

音声、ダイヤルトーン、呼出音、およびベース LEDは、2つのユニット間で同期します。

関連トピック

リンクモード, （25ページ）

IP Phone の情報
電話の情報では、次に示す電話機のモデル情報を表示できます。

•モデル番号

• IPアドレス

• MACアドレス

•アクティブロード

•非アクティブロード

•最終アップグレード

•アクティブサーバ

•スタンバイサーバ

•マイクロフォン 1のステータス

•マイクロフォン 2のステータス

•ワイヤレスマイクロフォン 1の RF ID
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•ワイヤレスマイクロフォン 2の RF ID

•システムの RF ID

•リンクモードステータス

•バックライト点灯時刻

•バックライト点灯継続時間

•バックライト放置時自動消灯

•バックライト非点灯日

電話機に関する情報にアクセスするには、[機能]を押し、[電話の情報]までスクロールします。

管理者設定
管理者設定へのアクセスおよび変更方法については、システム管理者にお問い合わせください。
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第 4 章

連絡先

• 連絡先の概要, 29 ページ

• 社内ディレクトリ, 29 ページ

• パーソナルディレクトリ, 31 ページ

連絡先の概要
設定により、会議ステーションは社内および個人の連絡先ディレクトリを提供します。

•社内連絡先：会議ステーションでアクセス可能なグローバル社内ディレクトリをサポートし
ます。この機能の設定および保守は、システム管理者によって行われます。

•個人連絡先：使用可能な場合、個人アドレス帳をサポートします。会議ステーションおよび
Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルからエントリの設定およびアクセ
スが可能です。

社内ディレクトリ
社内ディレクトリを使用して、同僚にコールを発信できます。別のコールに応答している場合で

も、社内ディレクトリからコールをダイヤルできます。

このディレクトリの設定および保守は、システム管理者が行います。

ヒント

キーパッドの番号を使用して会議ステーションスクリーンで文字を入力し、ナビゲーションバー

を使用して入力フィールド間を移動します。
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連絡先の検索と連絡先へのダイヤル

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 ナビゲーションバーと選択ボタンを使用し、画面をスクロールして [社内ディレクトリ]を選択し
ます。

ステップ 3 同僚を検索するための条件を選択します。

•名

•姓

•番号

ステップ 4 検索条件の情報を入力して [検索]を押し、連絡先を選択します。

ステップ 5 ダイヤルするには、次の操作のいずれかを実行します。

• [ダイヤル]を押します。

•連絡先のラベル番号を押します。

• DCUの [発信]キーを押します。

アクティブなコール中に検索した連絡先へダイヤルする

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 ナビゲーションバーと選択ボタンを使用し、画面をスクロールして [社内ディレクトリ]を選択し
ます。

ステップ 3 同僚を検索するための条件を選択します。

•名

•姓

•番号

ステップ 4 情報を入力して、[検索] > [ダイヤル]を選択します。

ステップ 5 次のいずれかを実行して、最初のコールを処理します。
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2番目のコールをダイヤルすると、最初のコールは自動的に保留になります。•

• [転送]を押して、最初の通話相手を2番目の通話相手に転送し、自分のコールを終了します。
操作を完了するには、ダイヤル後にもう一度 [転送]を押します。

• [会議]を押して、自分を含めすべての通話相手との会議コールを開始します。操作を完了す
るには、ダイヤル後にもう一度 [会議]を押します。

• [終了]を押して最初のコールを切断し、2番目のコールをダイヤルします。

パーソナルディレクトリ
パーソナルディレクトリ、つまり、個人アドレス帳（PAB）には、個人の連絡先リストが含まれ
ています。すぐにダイヤルできるように、ファストダイヤルコードを PABエントリに割り当て
て使用することができます。

PABでは、最大99件のエントリをサポートしています。各エントリに次の内容を保存できます。

•連絡先名

•電話番号

•スピードダイヤル番号

パーソナルディレクトリを設定および保守するには、次の 2つの方法があります。

•会議ステーションで直接設定および保守する

• Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルを使用する

パーソナルディレクトリにログインするために必要なユーザ IDおよび PINは、システム管理者
が提供します。

ヒント

•パーソナルディレクトリでは、一定の時間が過ぎると自動的にログアウトされます。この
時間制限は、設定によって異なります。詳細については、システム管理者にお問い合わせく

ださい。

•キーパッドの番号を使用して、会議ステーションスクリーンで文字を入力します。

•会議ステーションのナビゲーションバーボタンを使用して、入力フィールド間を移動しま
す。

会議ステーションに国際コールのロギングを設定できる場合があります。これが設定されている

と、通話履歴、リダイヤル、コールディレクトリの各エントリにプラス（+）記号が表示されま
す。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。
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パーソナルディレクトリオプション

次の項では、パーソナルディレクトリオプションについて説明します。

パーソナルディレクトリのログインおよびログアウト

一定の時間が過ぎると、会議ステーションにより自動的にPABからログアウトされます。この時
間制限は、設定によって異なります。詳細については、システム管理者にお問い合わせくださ

い。

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 ナビゲーションパッドと選択ボタンを使用し、画面をスクロールして [パーソナルディレクトリ]
を選択します。

ステップ 3 ユーザ IDと、システム管理者から取得した PINを入力して、[送信]を押します。

ステップ 4 ログアウトするには、[ログアウト]を選択し、選択を押してから [OK]を押します。

パーソナルディレクトリのエントリの追加

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 パーソナルディレクトリにログインします。

ステップ 3 [個人アドレス帳]を選択します。
[エントリの検索]画面が表示されます。

ステップ 4 [送信]を押します。

ステップ 5 [新規]を押します。必要に応じて、先に [次へ]を押します。

ステップ 6 名前の情報を入力します。

ステップ 7 [電話]を押して、電話番号を入力します。
9、1など、必要なすべてのアクセスコードを必ず含めてください。

ステップ 8 [送信]を押して、パーソナルディレクトリにエントリを追加します。

関連トピック

パーソナルディレクトリのログインおよびログアウト, （32ページ）
電話機からのファストダイヤルコードの PABへの割り当て, （35ページ）
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パーソナルディレクトリのエントリの検索

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 パーソナルディレクトリにログインします。

ステップ 3 [個人アドレス帳]を選択します。

ステップ 4 検索条件を選択し、[送信]を押します。

関連トピック

パーソナルディレクトリのログインおよびログアウト, （32ページ）
パーソナルディレクトリの電話番号へのダイヤル, （33ページ）

パーソナルディレクトリの電話番号へのダイヤル

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 パーソナルディレクトリにログインします。

ステップ 3 [個人アドレス帳]を選択し、エントリを検索します。

ステップ 4 ダイヤルする個人アドレス帳のエントリを選択します。

ステップ 5 [選択]を押します。

ステップ 6 [ダイヤル]を押します。
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パーソナルディレクトリエントリの削除

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 パーソナルディレクトリにログインします。

ステップ 3 [個人アドレス帳]を選択し、エントリを検索します。

ステップ 4 [選択]を押します。

ステップ 5 [編集]を押します。

ステップ 6 [削除]を押します。

ステップ 7 [OK]を押して、削除を確認します。

パーソナルディレクトリエントリの編集

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 パーソナルディレクトリにログインします。

ステップ 3 [個人アドレス帳]を選択し、エントリを検索します。

ステップ 4 [選択]を押します。

ステップ 5 [編集]を押します。

ステップ 6 エントリの情報を変更します。

ステップ 7 [電話]を押して、電話番号を変更します。

ステップ 8 [更新]を押します。

パーソナルディレクトリを使用したファストダイヤルコード

ファストダイヤルコードを使用すると、コールをすばやく発信できます。ファストダイヤル

コードを既存の PABエントリに割り当てたり、コードを電話番号に直接割り当てたりすることが
できます。 PABエントリではなく、番号に割り当てられているファストダイヤルコードには、
Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルで「“raw”」というラベルが付けられま
す。次の項では、ファストダイヤルコードとパーソナルディレクトリの使用について説明しま

す。

   Cisco Unified Communications Manager 10.0 向け Cisco Unified IP Phone 8831 ユーザガイド
34

連絡先

パーソナルディレクトリを使用したファストダイヤルコード



電話機からのファストダイヤルコードの PAB への割り当て

手順

ステップ 1 パーソナルディレクトリにログインします。

ステップ 2 ナビゲーションバーと選択ボタンを使用し、画面をスクロールしてオプションを選択します。

ステップ 3 名前の情報を入力して [送信]を押します。

ステップ 4 名前を選択して [選択]を押します。

ステップ 5 [ファスト]を押します。

ステップ 6 ナビゲーションバーと [次へ]や [前へ]を使用し、画面をスクロールしてコードを選択します。

ステップ 7 番号に割り当てる新しいファストダイヤルコードに対して [選択]を押します。

ファストダイヤルコードの PAB への割り当て

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 3 [新規追加]を選択します。

ステップ 4 [検索オプション]領域を使用して、該当する PABエントリを検索します。

ステップ 5 [検索結果]領域の電話番号をクリックします。

ステップ 6 必要に応じて、ファストダイヤルコードを変更します。

ステップ 7 [保存]を選択します。

ファストダイヤルコードを使用したコールの発信

手順

ステップ 1 パーソナルディレクトリにログインします。

ステップ 2 [個人ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 3 ダイヤルするファストダイヤルコードまでスクロールします。

ステップ 4 [ダイヤル]を押します。
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ファストダイヤルコードの削除

手順

ステップ 1 パーソナルディレクトリにログインします。

ステップ 2 [個人ファストダイヤル]を選択し、ファストダイヤルコードを検索します。

ステップ 3 削除するファストダイヤルコードを選択します。

ステップ 4 [削除]を押します。
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第 5 章

メッセージ

• メッセージの概要, 37 ページ

• ボイスメールへのアクセス, 37 ページ

• ボイスメッセージの識別, 37 ページ

• ボイスメッセージへのアクセス, 38 ページ

メッセージの概要

ボイスメールへのアクセス

手順

ステップ 1 [メッセージ]を押します。

ステップ 2 音声プロンプトに従います。

ボイスメッセージの識別
ボイスメッセージがある場合、DCUの発信ボタンが赤色になり、電話スクリーンに新規ボイス
メールステータスメッセージが表示されます。 Cisco Unified Communications Managerセルフケア
ポータルを使用して、オーディオメッセージインジケータを設定することもできます。オーディ

オメッセージインジケータを設定している場合、コール発信時に断続トーンが再生されます。
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ボイスメッセージへのアクセス

手順

ボイスメッセージを聞くには、[メッセージ]を押します。
必要に応じて、先に [次へ]を押します。
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第 6 章

コール機能

• ソフトキーの機能マップ, 40 ページ

• 応答, 44 ページ

• 折返し, 45 ページ

• コール転送, 45 ページ

• コールパーク, 46 ページ

• コールピックアップ, 47 ページ

• C割り込み, 49 ページ

• 会議, 49 ページ

• 即転送, 50 ページ

• サイレント, 51 ページ

• 室内カバー範囲の拡張, 51 ページ

• Cisco Extension Mobility, 54 ページ

• ファストダイヤル, 55 ページ

• 保留, 56 ページ

• 保留復帰, 57 ページ

• ミートミー会議, 58 ページ

• モバイルコネクト, 59 ページ

• モニタリングと録音, 60 ページ

• 1回線あたり複数のコール, 60 ページ

• ミュート, 63 ページ

• オンフックダイヤル, 64 ページ
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• プラスダイヤル, 64 ページ

• プライバシー, 65 ページ

• 品質レポートツール, 65 ページ

• リダイヤル, 66 ページ

• 共有回線, 66 ページ

• スピードダイヤル, 66 ページ

• 転送, 67 ページ

• Cisco WebDialer, 68 ページ

ソフトキーの機能マップ
システム管理者による電話機の設定によっては、一部の機能が使用できない可能性があります。

一部の機能は別のソフトキーからアクセスできます。また、追加のソフトキー機能を使用できま

す。

次の表に、各種コール状態に一般に使用できるソフトキー機能の一部について説明します。ま

た、対応する状態の発信ボタンの機能も示します。

表 10：機能マップ

発信ボタンソフトキー 4ソフトキー 3ソフトキー
2

ソフトキー
1

コール状態

オフフック次へ 1機能発信リダイヤルアイドル

次へ 2不在メッセージ連絡先

応答即転送応答呼び出し

ダイヤルXスピードダ

イヤル

発信キャンセルオンフック（プレ

ダイヤル）

オンフック次へ 1機能キャンセルリダイヤルオフフック

次へ 2コールメッセージ連絡先

オンフック折返しキャンセル発信
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発信ボタンソフトキー 4ソフトキー 3ソフトキー
2

ソフトキー
1

コール状態

オンフック次へ 1機能終了保留接続中

次へ 2会議転送連絡先

先頭へパーク参加者

復帰次へ 1機能発信復帰保留

先頭へ即転送メッセージ連絡先

オンフック次へ 1機能終了保留接続中（複数の

コール）
次へ 2転送切替または

コール

連絡先

先頭へパーク参加者会議

[参加者]ソフトキーは、会議に参加している場合にのみ表示されます。（注）

[コール]ソフトキーは、3つ以上のコールが接続されている場合に表示されます。 [コール]を
押すと、コールリストがロードされます。

（注）

Survivable Remote Site Telephony
会議ステーションと Cisco Unified Communications Manager間の通信が中断されると、電話機にア
ラートメッセージが表示されます。アクティブコールで通話中の場合、コールは確立されたま

まで、フェールオーバー状態になります。 Survivable Remote Site Telephony（SRST）機能でこの
フェールオーバーが処理されます。

フェールオーバー中は、会議ステーションの一部の機能を使用できません。次の表に、一般的な

機能および機能が使用できるかどうかを示します。フェールオーバー中の機能の使用可否に関す

る詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

会議ステーションの接続が切断されると、「SRST。 一部の機能は使用できません」などのメッ

セージが表示されることがあります。
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表 11：フェールオーバー時の機能サポート

注サポート機能

Yes発信

Yesコールの終了

Yesリダイヤル

Yes応答

Yes保留

Yes復帰

これは、他の転送機能（不在転

送、話中転送、無応答時転送な

ど）にも当てはまります。

Noコール転送

Yes会議

[アクティブコール]ソフトキー
は表示されません。

Noアクティブコールへの会議（参

加）

No会議参加者リスト

打診のみ。Yes転送

Noアクティブコールへの転送（直

接転送）

Yes自動応答

Yesコール待機

Yes発信者 ID

Yesオーディオメッセージ受信イ

ンジケータ

サポートされる機能は会議のみ

です。

Yes統合セッション表示
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注サポート機能

ボイスメールは、Cisco Unified
CommunicationsManagerクラス
タ内の他のユーザとは同期され

ません。

Yesボイスメール

Yesスピードダイヤル

[即転送]ソフトキーは表示され
ません。

Noボイスメールへ（即転送）

[パーク]ソフトキーは表示され
ません。

Noパークモニタリング

「この機能は現在使用できませ

ん」という内容のメッセージが

表示されます。

No割り込み

メッセージ数のバッジは、電話

スクリーンに表示されません。

[メッセージ受信]アイコンのみ
が表示されます。

No拡張メッセージ待機インジケー

タ

ソフトキーは表示されません。Noダイレクトコールパーク

コールは、無期限で保留状態に

なります。

No保留復帰

コールは、ローカルの保留コー

ルとして表示されます。

Noリモートの保留

[ミートミー]ソフトキーは表示
されません。

Noミートミー

ソフトキーを押してもアクショ

ンは行われません。

Noピックアップ

ソフトキーを押してもアクショ

ンは行われません。

Noグループピックアップ

ソフトキーを押してもアクショ

ンは行われません。

No他グループピックアップ

ソフトキーを押してもアクショ

ンは行われません。

No迷惑呼 ID
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注サポート機能

ソフトキーを押してもアクショ

ンは行われません。

No品質

ソフトキーを押してもアクショ

ンは行われません。

Noモビリティ

ソフトキーを押してもアクショ

ンは行われません。

Noプライバシ

[折返し]ソフトキーは表示され
ません。

No折返し

応答
応答機能では、会議ステーションで使用できる最も古いコールに応答できます。これには、アラー

ト状態の保留復帰およびパーク復帰コールも含まれます。着信コールは、保留またはパーク復帰

コールよりも常に優先されます。

コールを着信すると、通知が会議ステーションスクリーンに表示されます。コール通知は、事前

に設定された時間の間表示されたままになります。複数のコールが同時に着信した場合は、着信

コールリストウィンドウが表示され、応答するコールを選択できます。

コールに応答するには、[応答]を押すか、[発信]キーを押します。

着信コールが、別の電話機または会議ステーションから転送されたコールである場合、コールが

転送されたことを示す追加情報が表示されることがあります。追加で表示される情報の量はシス

テム管理者が制御します。追加情報には、コールを転送した人と、発信者情報が示されます。

コールを受信するとき、スクリーンに表示される電話番号には、発信者にダイヤルできる番号が

含まれます。必要に応じて、この番号には次の数字を含めることができます。

•外線を取得するためのコード（たとえば、9をダイヤルする必要があります）

•長距離コード

•エリアコード

•市外局番

•電話番号

会議ステーションでは通話履歴にすべての数字が保存されるので、ユーザは個人アドレス帳に番

号を保存できます。
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折返し
折返しを使用すると、話中または応対不可能な通話相手が応対可能になったときに、会議ステー

ションでオーディオおよびビジュアル通知を受信できます。

詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

コールバック通知の設定

手順

ステップ 1 ビジー音または呼出音が聞こえているときに、[折返し]を押します。
電話機に確認画面が表示されます。

ステップ 2 確認画面を終了するには、[終了]を押します。
回線が利用できるようになると、電話機から通知があります。

ステップ 3 コールを再度発信するには、[発信]を押します。

コール転送
コール転送を使用すると、会議ステーションの着信コールを別の番号に転送できます。

システム管理者が会議ステーションに設定できるコールの転送機能は、次の 2種類があります。

•無条件のコール転送（不在転送）：受信したすべてのコールに適用されます。

•条件付きコール転送（無応答時転送、話中転送、カバレッジなし時転送）：受信した特定の
コールに適用されます。

設定されている場合、不在転送は会議ステーションから設定できます。また、Cisco Unified
Communications Managerセルフケアポータルからリモートでもアクセスできます。条件付きコー
ル転送ルールは、Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルからのみアクセスで
きます。

会議ステーションからコールを転送する場合は、次の点に注意してください。

•転送先番号は、会議ステーションからダイヤルする場合とまったく同じように入力します。
たとえば、必要に応じてアクセスコードやエリアコードを入力します。

•コール転送は、回線固有です。コール転送が有効でない回線にコールがかかってきた場合、
通常どおりコールの呼出音が鳴ります。

•設定可能な次のコール転送オプションの詳細については、システム管理者にお問い合わせく
ださい。
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◦転送先番号から会議ステーションへコールが発信された場合に、コールを自動的に転送
するのではなく、呼出音を鳴らす。

◦コール転送ループが生じたり、コール転送チェーンで最大リンク数を超えたりしないよ
うにする。

コールの転送

手順

ステップ 1 [不在]を押します。

ステップ 2 転送先の電話番号を入力します。

ボイスメールシステムの設定によっては、[メッセージ]を押して、すべてのコールをボイスメー
ルに転送できます。

コール転送がアクティブなときは、スクリーンにビジュアル通知が表示されます。

ステップ 3 コールの転送をキャンセルするには、[不在オフ]を押します。

ステップ 4 コールをリモートで転送する、またはコール転送の条件を設定するには、Cisco Unified
Communications Managerセルフケアポータルに移動します。

コールパーク
コールパーク機能では、会議ステーションを使用してコールをパーク（一時保存）することがで

きます。パークしたコールは、Cisco Unified Communications Managerシステムの別の電話機（同
僚のデスクや会議室の電話機など）から取得できます。

コールのパーク番号を Cisco Unified Communications Managerシステムの別の電話機に入力するこ
とで、パークしたコールを取得します。

会議ステーションのパーク番号の設定は、システム管理者が行います。

コールパーク

手順

ステップ 1 コール中に [パーク]を押します。
コールに割り当てられたコールパーク番号が会議ステーションスクリーンに表示されます。

ステップ 2 スクリーンに表示されたコールパーク番号を記録します。この番号は、コールの取得に使用しま

す。
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パークされたコールを取得するまで制限時間があります。制限時間を超えると元の番号での呼び

出しが再開します。

ステップ 3 ネットワーク内の別の Cisco Unified IP Phoneまたは会議ステーションで、コールパーク番号を入
力してコールを取得します。

コールピックアップ
コールピックアップでは、同僚の電話機で呼び出し中のコールを自分の電話機にリダイレクトす

ることによって、そのコールに応答できます。

同僚とコール処理タスクを分担する場合に、コールピックアップを利用できます。

コールをピックアップする方法は、次のとおりです。

•ピックアップ：自分のコールピックアップグループ内の別の電話機で呼び出し中のコール
に応答できます。

ピックアップ対象のコールが複数ある場合、会議ステーションは最も古いコールからピック

アップします。

•グループピックアップ：次の方法で、自分のコールピックアップグループ外にある電話機
のコールに応答できます。

◦システム管理者から取得したグループピックアップ番号を使用します。

◦呼び出し中の電話機の番号をダイヤルします。

•他グループピックアップ：自分のコールピックアップグループ内、または関連付け先コー
ルピックアップグループ内の別の電話機で呼び出し中のコールに応答できます。

コールピックアップグループへのユーザの割り当てとコールピックアップのソフトキーの設定

は、システム管理者が行います。

ピックアップを使用したコールの応答

手順

ステップ 1 [ピック]を押して、自分のピックアップグループ内で鳴っているコールを会議ステーションに転
送します。

ステップ 2 コールが鳴ったら、[応答]を押してコールに接続します。
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グループピックアップを使用したコールの応答とグループピックアッ

プ番号

手順

ステップ 1 [グループピックアップ]を押して、自分のピックアップグループ外の電話機でコールに応答しま
す。

ステップ 2 グループピックアップ番号を入力します。

ステップ 3 コールが鳴ったら、[応答]を押してコールに接続します。

グループピックアップと電話番号を使用したコールの応答

手順

ステップ 1 [グループピックアップ]を押します。

ステップ 2 ピックアップしたいコールがある電話回線の番号を入力します。

たとえば、コールが回線 12345で鳴っている場合は、12345を入力します。

ステップ 3 コールが鳴ったら、[応答]を押して接続します。

その他のピックアップを使用したコールの応答

手順

ステップ 1 [他Grp]を押して、自分のピックアップグループ内または関連付けられているグループ内のコー
ルを、会議ステーションに転送します。

ステップ 2 コールが鳴ったら、[応答]を押して接続します。
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C 割り込み
C割り込み機能を使用すると、自分自身を共有回線上のコールに追加して標準的な（アドホック）
会議を行うことができます。

共有回線での会議の参加

手順

[C割込]を押します。
必要に応じて、先に [次へ]を押します。

会議
会議を使用すると、複数の通話相手と同時に会話できます。

あるコールで会話をしているとき、会議を使用して別の通話相手にダイヤルし、それらの通話相

手をコールに追加します。

会議コールの手順を完了する前に [キャンセル]を押すと、その手順をキャンセルできます。

会議開催者として、会議から個々の参加者を削除できます。参加者のリストを表示することもで

きます。

すべての参加者が電話を切ると、会議は終了します。

サードパーティの会議への追加

はじめる前に

相手を会議に追加する前に、自分のコールが保留ではなく、アクティブである必要があります。

手順

ステップ 1 [会議]を押します。

ステップ 2 追加する相手の電話番号、ファストダイヤルコード、またはスピードダイヤル番号を入力しま

す。

複数の保留コールがある場合、[コール]を押し、発信者リストを表示して発信者を会議に追加し
ます。

ステップ 3 新しい相手が応答したら、[会議]を押します。
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会議が開始されます

ステップ 4 （任意） 必要に応じてこれらの手順を繰り返し、通話相手をさらに追加します。

会議参加者の表示

手順

会議中に、[参加者]を押し、会議に参加している最新の 16人の参加者のリストを表示します。
表示できる参加者の最大数は 16人です。参加者が 17人以上の場合、参加している最新の 16人
の参加者のみが表示されます。

会議参加者の削除

手順

ステップ 1 会議中に [参加者]を押して、参加者のリストを表示します。

ステップ 2 削除する参加者を強調表示してから、[削除]を押します。
会議に参加している最新 16人の参加者のみが表示されま
す。

（注）

即転送
即転送を使用すると、アクティブコールまたは呼び出し中のコールを、自分のボイスメールシス

テムや所定の電話番号に送信できます。この機能の設定と受信する電話番号の設定は、システム

管理者が行います。

コールの即転送

手順

[即転送]を押すと、アクティブなコール、着信コール、または保留中のコールを自分のボイスメー
ルシステムまたはシステム管理者が設定した所定の電話番号に送信できます。
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サイレント
サイレント（DND）を使用すると、着信コールの通知をオフにできます。オーディオ通知および
ビジュアル通知に加え、呼出音もオフにすることもできます。

システム管理者によるこの機能の設定に応じて、着信コールがすぐに拒否されるか、発信者情報

がスクリーンに表示されます。

[サイレント]ソフトキーはシステム管理者が設定しますが、Cisco Unified Communications Manager
セルフケアポータルから DNDオプションを変更できます。

サイレントは、他のコール機能と一緒に使用できます。

•サイレントと不在転送の両方が有効な場合、コールはビジュアル通知またはオーディオ通知
なしで自動的に転送されます。

• DNDはプライオリティコールに影響しません。

サイレントのオンおよびオフ

手順

ステップ 1 サイレントをオンにするには、[サイレント]を押します。
ビジュアル通知が短い時間、表示されます。

ステップ 2 サイレントをオフにするには、もう一度 [サイレント]を押します。
ビジュアル通知が短い時間、表示されます。

室内カバー範囲の拡張
オプションのマクロフォン拡張キットは、室内カバー範囲の拡張を実現します。リンクモードで

2つのユニットをリンクすることで、カバー範囲をさらに拡張できます。この機能を使用すると、
より広い室内で会議ステーションを使用したり、参加者が増えてもより良い音声を実現すること

ができます。

音声カバー範囲を拡大するために 2つの会議ステーションベースユニットをリンクすると、1つ
の会議ステーションはプライマリデバイスとして機能し、もう 1つのサウンドベースは従属デバ
イスまたはセカンダリデバイスとして機能します。リンクモードでは、プライマリベースス

テーションは、1つまたは 2つのワイヤレスマイクロフォン、または 1つの有線マイクロフォン
をサポートします。セカンダリユニットは、1つの有線マイクロフォンのみをサポートします。
ワイヤレスマイクロフォンをセカンダリサウンドベースに接続することはできません。デバイ

スでマイクロフォンキットを混在させることはできません。可能な構成については、次の表を参

照してください。
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表 12：単一の電話で室内カバー範囲を拡張するための展開構成

ワイヤレス拡張マイクロフォン有線拡張マイクロフォン

―1または 2接続マイクロフォン数お

よびタイプ
1または 2―

表 13：リンクモードで室内カバー範囲を拡張するための展開構成

セカンダリサウンドベースプライマリサウンドベー

ス

――有線拡張マイクロフォン

1―有線拡張マイクロフォン

―1有線拡張マイクロフォン

11有線拡張マイクロフォン

――ワイヤレス拡張マイクロ

フォン

―1または 2ワイヤレス拡張マイクロ

フォン

リンクモードでは、音声、ダイヤルトーン、呼出音、およびベース LEDの各機能は 2つのデバ
イス間で同期します。

デイジーケーブルを使用して、2つのサウンドベースユニットをリンクモードで接続しま
す。

（注）

関連トピック

リンクモード, （25ページ）

ワイヤレスマイクロフォンのペアリング

はじめる前に

マイクロフォンは、会議ステーションとペアリングする前にオフ状態にする必要があります。マ

イクロフォンの LEDがオフの場合、マイクロフォンはオフです。ワイヤレスマイクロフォンを
オフにするには、マイクロフォンボタンを押し、マイクロフォンのLEDが赤色に点灯したら、そ
のボタンを放します。
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手順

ステップ 1 [機能] > [管理者設定] > [ワイヤレスマイクロフォン]を選択します。

ステップ 2 [ワイヤレスマイクロフォン1]または [ワイヤレスマイクロフォン2]を選択します。
選択したチャネルが使用できる場合、「マイクロフォン1をペアリングしますか?」または「マイ

クロフォン2をペアリングしますか?」というプロンプトと、[ペアリング]ソフトキーが表示され
ます。

マイクロフォンがすでに特定のチャネルにリンクされている場合、選択したチャネルでペアリン

グを開始できず、マイクロフォンがリンクされていることを示すダイアログが表示されます。

ステップ 3 [ペアリング]を押します。
チャネルのペアリングの準備が整うと、ペアリングプロセスが開始され、テキストメッセージが

表示されます。

ステップ 4 LEDが赤色に点灯するまでマイクロフォンのミュートボタンを押し、選択したチャネルに対応す
るマイクロフォンをペアリングモードにします。

ペアリングが成功した場合、画面が [ワイヤレスマイクロフォン]メニューに戻り、「マイク X

のペアリングが成功しました。」というメッセージが表示されます。

ペアリングがタイムアウトになったり、失敗したりすると、ステータスが更新され、キャンセル

または再試行できます。

ステップ 5 [キャンセル]を押し、ワイヤレスマイクロフォンメニューに戻ります。

ステップ 6 [再試行]を押し、ペアリングプロセスを再開します。

関連トピック

ワイヤレスマイクロフォンのペアリングの解除, （53ページ）

ワイヤレスマイクロフォンのペアリングの解除

有線マイクロフォンを会議ステーションに接続する必要がある場合、最初にすべてのワイヤレス

マイクロフォンをペア解除する必要があります。この手順は、使用されていないマイクロフォン

をペア解除するときにも使用できます。

マイクロフォンが接続されている場合、このオプションは指定できません。ペア解除コマン

ドを有効にするには、ワイヤレスマイクロフォンをそのチャージャーにつなげるか、オフに

します。

（注）
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手順

ステップ 1 [アプリケーション] > [管理者設定] > [ワイヤレスマイクロフォン]を選択します。

ステップ 2 [ワイヤレスマイクロフォン1]または [ワイヤレスマイクロフォン2]を選択します。
選択したチャネルがペアリングされている場合、[ペア解除]ソフトキーが表示されます。

ステップ 3 [ペア解除]を押します。
[キャンセル]または [ペア解除]のオプションがある確認プロンプトが表示されます。

ステップ 4 [ペア解除]を押し、マイクロフォンのペア解除を続行します。
ベースのマイクロフォンチャネルの登録情報が削除されます。電話機の情報メニューでマイクロ

フォンチャネルのステータスを確認すると、ステータス値と RFIDが空になっています。

ステップ 5 [戻る]を押してワイヤレスマイクロフォンメニューに戻り、プロセスを終了します。

関連トピック

ワイヤレスマイクロフォンのペアリング, （52ページ）

Cisco Extension Mobility
Cisco Extension Mobility（エクステンションモビリティ）を使用すると、自分用に Cisco Unified
IP Phoneまたは会議ステーションを一時的に設定できます。エクステンションモビリティにログ
インすると、新しいデバイスに自分のユーザプロファイル、機能、設定されているサービス、Web
ベースの設定が適用されます。エクステンションモビリティの設定は、システム管理者が行う必

要があります。

エクステンションモビリティの PIN変更機能では、Cisco Unified IP Phoneから PINを変更できま
す。
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（注） •エクステンションモビリティでは、一定の時間が経過すると自動的にログアウトされま
す。この時間制限は、システム管理者により設定されます。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerセルフケアポータルを使用してエクステンションモ
ビリティプロファイルに加えた変更は、物理デバイスでエクステンションモビリティに

ログインしている場合はすぐに有効になります。ログインしていない場合は、次回ログ

インしたときに有効になります。

• Cisco Unified CommunicationsManagerセルフケアポータルを使用して電話機または会議ス
テーションに加えた変更は、エクステンションモビリティからログアウトしている場合

はすぐに有効になります。ログアウトしていない場合は、ログアウトした後に有効にな

ります。

•電話機によって制限を受けるローカル設定は、エクステンションモビリティプロファイ
ルには保存されません。

エクステンションモビリティの有効化

手順

ステップ 1 [機能]を押します。

ステップ 2 エクステンションモビリティサービスを選択します。

ステップ 3 ユーザ IDと PINを入力します。
ユーザ IDと PINはシステム管理者から提供されます。

ステップ 4 プロンプトが表示されたら、デバイスプロファイルを選択します。

ステップ 5 ログアウトするには、[機能]を選択します。

ステップ 6 [サービス]を選択します。

ステップ 7 エクステンションモビリティサービスを選択します。

ステップ 8 プロンプトで、[はい]を押します。

ファストダイヤル
ファストダイヤルを使用すると、電話機のファストダイヤルサービスから電話番号をダイヤル

できます。電話機でファストダイヤルを使用する前に、Cisco Unified Communications Managerセ
ルフケアポータルでファストダイヤルを設定する必要があります。
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ファストダイヤルを使用したコールの発信

会議ステーションでファストダイヤルを使用する前に、Cisco Unified Communications Managerセ
ルフケアポータルでファストダイヤルを設定する必要があります。

手順

ステップ 1 [連絡先]を押します。

ステップ 2 パーソナルディレクトリにログインします。

ステップ 3 [個人ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 4 ファストダイヤルコードを選択し、[発信]を押します。

保留
保留機能を使用すると、アクティブな通話を保留状態にすることができます。電話機では、一度

に 1つのアクティブコールを保持でき、その他のコールは保留されます。

アクティブコールの保留

手順

ステップ 1 アクティブコールを保留にするには、[保留]を押します。

保留アイコン がステータスアイコンとして表示されます。

ステップ 2 保留コールが 1つだけで、アクティブコールがない場合、[復帰]を押します。

ステップ 3 すでにアクティブコールがある場合、[切替]を押します。
保留中のコールがアクティブになり、アクティブコールは保留になります。
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アクティブコールと複数の保留コールの切り替え

手順

ステップ 1 アクティブコールで通話中であり、保留コールが複数ある場合、[コール]ソフトキーが使用可能
になり、保留コールのコールリストがスクリーンに表示されます。

ステップ 2 ナビゲーションバーを使用し、アクティブにするコールを強調表示して [復帰]を押します。
現在のアクティブコールが保留され、選択したコールがアクティブになります。

アクティブコールの保留および新規着信コールへの応答

手順

アクティブコールを保留にし、着信コールに応答するには、[応答]を押します。

保留復帰
保留復帰では、コールが保留中のままになっていることを通知します。保留復帰通知は、新規

コールの通知に似ています。

会議ステーションの設定に応じて、次のいずれかの通知が発生することがあります。

•アニメーションのアイコンが、着信コールとして 2秒間表示され、その後、保留アイコンと
して 2秒表示される。

• 1回の呼出音が一定間隔で繰り返される。

• DCUの発信ボタンが緑色に点滅する。

•サウンドベースの LEDが緑色に点滅する。

保留復帰通知への応答

手順

[応答]を押します。
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ミートミー会議
システム管理者によって有効にされている場合は、スケジュールした時刻に所定の番号にコール

してミートミー会議を開催したり、ミートミー会議に参加したりできます。

ミートミー会議は、開催者が接続すると開始されます。開催者が参加する前に会議にコールする

と、参加者にはビジートーンが聞こえます。その場合は、もう一度ダイヤルする必要がありま

す。

すべての参加者が切断すると会議は終了します。開催者が切断しても会議は自動的に終了しま

せん。

（注）

ミートミー会議の開催

手順

ステップ 1 システム管理者からミートミー電話番号を入手します。

ステップ 2 参加者にミートミー電話番号を配布します。

ステップ 3 会議の開始準備が整ったら、[ミートミー]を押します。
必要に応じて、先に [次へ]を押します。

ステップ 4 ミートミー電話番号をダイヤルします。

ミートミー会議への参加

手順

ステップ 1 会議の開催者から入手したミートミー電話番号をダイヤルします。

ステップ 2 ビジートーンが聞こえる場合は、ホストがまだ会議に参加していません。この場合は、コールを

切断して、かけ直してください。
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モバイルコネクト
モバイルコネクトを設定すると、携帯電話を使用して会議ステーションの電話番号にかかってき

たコールを処理できます。

モバイルコネクトを設定するには、Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルを
使用してリモート接続先を設定し、特定の電話番号からのコールがリモート接続先に渡されるの

を許可またはブロックするアクセスリストを作成します。

モバイルコネクトを有効にした場合の動作は次のとおりです。

•会議ステーションとリモート接続先でコールを同時に受信します。

•会議ステーションでコールに応答すると、リモート接続先の電話機の呼出音が止まってコー
ルが切断され、不在着信メッセージが表示されます。

• 1つのリモート接続先でコールに応答すると、それ以外のリモート接続先と会議ステーショ
ンでは呼出音が止まってコールが切断され、他のリモート接続先では不在着信メッセージが

表示されます。

モバイルコネクトの有効化

手順

ステップ 1 [次へ]を押します。

ステップ 2 [モビリティ]を押して、リモート接続先の現在のステータス（有効または無効）を表示します。

ステップ 3 [選択]を押して、ステータスを変更します。

ステップ 4 [終了]を押します。

IP 電話のコールの携帯電話への切り替え

手順

ステップ 1 [次へ]を押します。

ステップ 2 [モビリティ]を押します。

ステップ 3 [携帯電話へ]を選択します。

ステップ 4 進行中のコールに携帯電話で応答します。

このコールが進行中の間は、他のコールに会議ステーションを使用できません。

発信ボタンの LEDが赤色で点灯し、発信者の番号が電話機に表示されます。
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モバイル通話の IP 電話への切り替え

手順

ステップ 1 会議ステーションの [発信]を押します。

ステップ 2 携帯電話で通話を終了して携帯電話を切断します。ただし、コールは切断しないでおきます。

ステップ 3 5～ 10秒以内に会議ステーションの [復帰]を押して、会議ステーションで通話を開始します。

モニタリングと録音
モニタリングと録音機能を使用すると、コールをモニタリングおよび録音できます。この機能は

システム管理者により有効にされます。全コールの自動録音、またはコールごとの録音を設定で

きます。

電話機の [録音]ソフトキーを押すことで、録音を開始または停止できます。

コールのモニタリング中および録音中に、オーディオアラートが聞こえる場合があります。デ

フォルトでは、コールのモニタリングと録音を実行しているユーザにオーディオアラートは聞こ

えません。

セキュアモニタリングと録音も使用できます。この機能面に関する詳細については、システム管

理者にお問い合わせください。

1 回線あたり複数のコール
会議ステーションは、単一回線です。最大 6コールをサポートします。会議に参加している場合
を除き、一度に接続できるコールは 1つだけであり、他のコールは自動的に保留になります。

複数の着信コール

最初のコールの呼び出し中に、回線上で 2番目の着信コールがあった場合、コールを切替できる
着信コールリストウィンドウがスクリーンに表示されます。追加の着信コールがある場合や着

信コールがキャンセルされた場合は、着信コールリストウィンドウが自動的に更新されます。
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コールの完了時に回線上に複数のコールがある場合

コールの完了時に回線上に複数のコールがある場合、コールリストの次のコールがフォーカスさ

れます。

発信コールの最大数

会議ステーションでは、最大 6件の発信コールをサポートします。

同じ回線上の 2 番目のコールへの応答

手順

会議ステーション回線上の 2番目のコールに応答するには、[応答]を押します。

アクティブなコールがある場合はそのコールが保留になり、2番目のコールに応答できます。

同じ回線上でのコールの切り替え

手順

ステップ 1 同じ回線上で 2つのコールを切り替えるには、[切替]を押します。

ステップ 2 回線上に 3つ以上のコールがある場合は、コールリストからコールを選択して [復帰]を押しま
す。

同じ回線上での 2 つのコールの会議の作成

手順

ステップ 1 同じ回線上に 2つの接続されたコールがあるときに、1つのコールを選択してアクティブなコー
ルにします。
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もう一つのコールは保留状態になります。

ステップ 2 [会議]を押します。

ステップ 3 [コール]を押してコールリストを表示し、会議に追加する発信者を選択します。

ステップ 4 コールが接続されるまで待ちます。

ステップ 5 [会議]をもう一度押して、参加者をコールに追加します。
会議が開始されます

ステップ 6 （任意） この操作を繰り返して、参加者を追加します。

同じ回線上での 2 つのコールの転送

はじめる前に

コールを転送するには、コールをアクティブにする必要があります。

手順

ステップ 1 [転送]を押します。

ステップ 2 電話番号を入力するか、転送先のスピードダイヤルボタンを押します。

自分の回線の最大コール数に達した場合、[転送]を押すと、回線のコールリストからコールを選
択できます。

ステップ 3 相手が応答するのを待ちます。

ステップ 4 再度 [転送]を押します。

共有回線

共有回線に会議ステーションを登録すると、次の方法で複数のコールを処理できます。

•共有回線上に 2つ以上のリモートコールがある場合、会議ステーションの発信者 IDフィー
ルドに、回線上のリモートコール数とコールの状態が示されます。 [コール]を押してコール
リストウィンドウを表示します。

•共有回線上で少なくとも1つのコールが保留になっている場合は、発信ボタンのLEDが赤色
に点滅します。 [復帰]を押してコールをアクティブにするか、ナビゲーションバーを使用し
てコールリストから復帰するコールを選択します。たとえば、共有回線上のリモートコー

ルを保留にすると、会議ステーションの発信ボタンが赤色に点滅します。
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ミュート
ミュートを使用すると、会議ステーションへの音声の入力をブロックできます。コールの通話相

手の声は聞こえますが、相手にはこちらの声は聞こえません。

次の 2つの方法で会議ステーションをミュートできます。

•サウンドベースのミュートボタンを押します。

• DCUのミュートボタンを押します。

オプションの拡張マイクロフォンが接続されている場合、このマイクロフォンを使用して会議ス

テーションをミュートすることもできます。リンクモードでは、セカンダリサウンドベースの

ミュートボタンの動作は、プライマリユニットのミュートボタンの動作と同じになります。

2つのサウンドベースおよび DCUの LEDインジケータで示される会議ステーションのミュート
ステータスは、次のとおりです。

•ベースの LEDとベースのミュートボタンが赤色に点灯する場合は、ミュートです。

• DCUのミュートボタンが赤色に点灯する場合は、ミュートです

IP 電話のサウンドベースのミュート

手順

ステップ 1 ミュートをオンにするには、[ミュート]を押します。
ミュートボタンのバックライトが赤色に点灯し、サウンドベースの LEDが赤色に点灯します。

ステップ 2 もう一度 [ミュート]ボタンを押すと、ミュートはオフになります。

IP 電話の DCU のミュート

手順

ステップ 1 ミュートをオンにするには、[ミュート]を押します。
ミュートボタンのバックライトが赤色に点灯し、ミュートアイコンがスクリーンに表示されま

す。

ステップ 2 もう一度 [ミュート]ボタンを押すと、ミュートはオフになります。
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オンフックダイヤル
オンフックダイヤルを使用すると、ダイヤルトーンを聞く前に電話番号を入力し、発信ボタンを

押すことで、発信を実行することができます。

オンフックでの電話番号のダイヤル

手順

ステップ 1 電話番号を入力するか、スピードダイヤルします。

ステップ 2 [ダイヤル]を押します。

プラスダイヤル
プラスダイヤルでは、1秒以上アスタリスク（*）キーを押し続けると、電話番号の 1桁目として
国際電話番号のダイヤル用のプラス（+）記号が挿入されます。

国際コール用の数字を追加せずに、+記号が付いた電話番号を選択してダイヤルできます。

国際番号へのダイヤル

はじめる前に

国際コールをダイヤルする、またはプラスダイヤルを使用する前に、該当する場合は 8、9など
のローカルアクセスコードを入力します。

手順

ステップ 1 アスタリスク（*）を 1秒以上押したままにします。
電話番号の 1桁目としてプラス（+）記号が表示されます。
対応するトーンが停止しますが、これは *が +記号に変わったことを示します。

ステップ 2 国コードを付けて国際電話番号をダイヤルします。
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プライバシー
設定されている場合にプライバシー機能を使用すると、回線を共有する他のユーザから自分のコー

ル情報を隠すように設定できます。この機能の設定は、システム管理者が行います。

回線を共有している電話機でプライバシー機能が有効になっていても、共有回線を通常どおり使

用して、コールを発信および受信できます。

共有回線でのプライバシーの有効化

はじめる前に

この機能を使用する前に、システム管理者がこの機能を有効にする必要があります。

手順

ステップ 1 [次へ]を押します。

ステップ 2 ナビゲーションバーと選択ボタンを使用し、[非通知]ソフトキーまでスクロールします。

•この機能を有効にするには、[非通知]を押します。

•現在有効になっている場合にこの機能を無効にするには、[非通知]を押します。

品質レポートツール
パフォーマンスに関する問題のトラブルシューティングに役立てるために、システム管理者によ

り一時的に、会議ステーションに品質レポートツール（QRT）が設定されることがあります。
QRTを呼び出すと、現在のコールに関する問題がシステム管理者に報告されます。

IP 電話の問題のレポート

手順

ステップ 1 [次へ]を押します。

ステップ 2 ナビゲーションバーと選択ボタンを使用し、[品質]を探して選択します。
情報がシステム管理者に送信されます。
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リダイヤル
リダイヤルでは、最後にダイヤルした電話番号に発信できます。

番号のリダイヤル

手順

最後にかけた電話番号にリダイヤルするには、[リダイヤル]を押します。

共有回線
共有回線を使用すると、1つの電話番号を複数のデバイスで使用できます。

複数のデバイスがあり、1つの電話番号で同僚とコール処理タスクを分担したり、管理者の代理
でコールを処理したりする場合には、共有回線が便利です。回線を共有する他のデバイスはリ

モートデバイスと呼ばれ、回線を共有するデバイスによって処理されているコールはリモート

コールと呼ばれます。

共有回線にコールが着信すると、会議ステーションと同僚のデバイスが呼び出されます。自分ま

たは同僚がコールに応答したり、コールを保留にしたり、コールを転送したりすることができま

す。

DCUの発信ボタンに、コール状態を示す LEDがあります。次に例を示します。

•リモートで使用中：LEDが赤色に点灯します。

•リモートで保留中：LEDが赤色に明滅します。

通話履歴には、共有回線のすべてのコールのステータスが表示されます。たとえば、共有回線で

コールの呼出音が鳴っているときにコールに応答する場合、回線を共有する同僚はコールがリモー

トで応答されたことがわかります。通話履歴には、発信、受信、または不在着信のコールが表示

されます。

スピードダイヤル
スピードダイヤル機能を使用すると、事前に設定したコードを使用する、または通話履歴から項

目を選択することで、コールをすばやく発信できます。会議ステーションでスピードダイヤル機

能を使用する前に、Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルでスピードダイヤ
ルを設定する必要があります。会議ステーションでは、10件のスピードダイヤルエントリを使
用できます。

会議ステーションでは、次のようなスピードダイヤル機能をサポートします。
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•スピードダイヤルコード：コードを入力して電話番号をダイヤルできます（「短縮ダイヤ
ル」または「ファストダイヤル」と呼ぶ場合もあります）。

関連トピック

Webでのスピードダイヤルの設定, （76ページ）

スピードダイヤルコードを使用したコールの発信

はじめる前に

会議ステーションでスピードダイヤルコードを使用する前に、コードを設定する必要がありま

す。

手順

コールを発信するには、スピードダイヤルコードを入力し、[短縮ダイヤル]を押します。

転送
転送を使用すると、接続したコールを会議ステーションから別の番号へリダイレクトできます。

転送の手順を完了する前に [キャンセル]を押すと、その手順をキャンセルできます。

別の番号へのコール転送

はじめる前に

転送するコールをアクティブにする必要があります。

手順

ステップ 1 [転送]を押します。

ステップ 2 接続先番号を入力するか、スピードダイヤルボタンを押します。

ステップ 3 相手が応答するのを待ちます。

ステップ 4 再度 [転送]を押します。
転送が完了します。
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Cisco WebDialer
Cisco WebDialerを使用すると、Cisco Unified Communications Managerディレクトリの連絡先をク
リックするだけでダイヤルできます。この機能はシステム管理者が設定します。

Cisco ディレクトリでの WebDialer の使用

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ディレクトリ]を選択して同僚を検索します。

ステップ 3 ダイヤルする番号を選択します。

ステップ 4 初めてWebDialerを使用する場合は、[Cisco WebDialer -コールの開始]ウィンドウの設定を確認し
ます。

ステップ 5 [ダイヤル]を選択します。
これで電話機からコールが発信されます。

ステップ 6 コールを終了するには、[Cisco WebDialer -コールの開始]ウィンドウの [終了]を選択するか、電
話機の [終了]を押します。

別のオンライン社内ディレクトリでの WebDialer の使用

手順

ステップ 1 WebDialerが有効な社内ディレクトリにログインし、同僚を検索します。

ステップ 2 ダイヤルする番号を選択します。

ステップ 3 プロンプトが表示されたら、ユーザ IDとパスワードを入力します。

ステップ 4 初めてWebDialerを使用する場合は、[Cisco WebDialer -コールの開始]ウィンドウの設定を確認し
ます。

ステップ 5 [ダイヤル]を選択します。
これで電話回線からコールが発信されます。

ステップ 6 コールを終了するには、[Cisco WebDialer -コールの開始]ウィンドウの [終了]を選択するか、会
議ステーションの [終了]を押します。

   Cisco Unified Communications Manager 10.0 向け Cisco Unified IP Phone 8831 ユーザガイド
68

コール機能

Cisco WebDialer



WebDialer の初期設定の変更

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 WebDialerを使用してコールを開始し、[Cisco WebDialer -コールの開始]ウィンドウにアクセスし
ます。

[Cisco WebDialer -コールの開始]ページは、WebDialerを初めて使用するとき（ダイヤルする番号
を選択した後）に表示されます。

ステップ 3 [Cisco WebDialer -コールの開始]ウィンドウから、次のいずれかのオプションを選択します。

• [優先する言語]：WebDialer設定およびプロンプトに使用する言語を指定します。

• [優先するデバイスを使用する]：WebDialerコールを発信するのに使用するCiscoUnifiedIPPhone
（コールに使用するデバイス）とディレクトリ番号（コールに使用する回線）を識別しま

す。

1本の回線を持つ電話機を 1台だけ使用している場合は、適切な電話機と回線が自動的に選択さ
れます。

ステップ 4 電話機と回線が自動的に選択されない場合は、電話機または回線を選択します。

同じタイプの電話機が複数ある場合、リストでは、デバイスタイプとMACアドレスによって電
話機が識別されます。電話機にMACアドレスを表示するには、[機能] > [電話の情報]を選択しま
す。

ステップ 5 エクステンションモビリティプロファイルを持っている場合、[Cisco WebDialer -コールの開始]
ウィンドウの [コールに使用するデバイス]ドロップダウンメニューから [エクステンションモビ
リティ]を選択します。

ステップ 6 [コール情報を表示しない]または [自動終了の無効化]を選択していないことを確認します。

• [コールの確認ダイアログを表示しない]：これを選択すると、次にWebDialerを使用すると
きにWebDialerの [Cisco WebDialer -コールの開始]ウィンドウが表示されなくなります。
Ciscoディレクトリから連絡先を選択すると、コールが自動的にダイヤルされます。

• [自動終了の無効化]：これを選択すると、コールウィンドウが15秒後に自動的に閉じられな
くなります。
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第 7 章

Cisco Unified Communications Manager セルフ
ケアポータル

• Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルの概要, 71 ページ

• Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルへのログイン, 71 ページ

• Webでの機能およびサービスの設定, 72 ページ

Cisco Unified Communications Manager セルフケアポータ
ルの概要

Cisco Unified IP Conference Phone 8831は、パーソナルコンピュータなど、社内の他のネットワー
クデバイスと情報を共有することのできるネットワークデバイスです。コンピュータを使用し

て Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルにログインし、会議ステーションの
機能、設定、およびサービスを制御できます。

この項では、ログイン方法と会議ステーションの選択方法について説明します。

Cisco Unified Communications セルフケアポータルへのロ
グイン

この電話機は、自分のパーソナルコンピュータなど、社内の他のネットワークデバイスと情報を

共有することができるネットワークデバイスです。コンピュータを使用して Cisco Unified
Communicationsセルフケアポータルにログインして、電話の機能、設定、サービスを制御でき
ます。たとえば、電話機の表示言語を制御したり、サービスを設定したり、個人アドレス帳にエ

ントリを追加したり、短縮ダイヤルコードを設定したりできます。

短縮ダイヤル、個人アドレス帳などのユーザオプションを使用するには、ログインする必要があ

ります。ポータルを使い終わったら、ログアウトする必要があります。
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ログインせずにCiscoUnified Communicationsセルフケアポータルにアクセスできる場合もありま
す。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

ポータルの使用方法については、『CiscoUnifiedCommunicationsセルフケアポータルUserGuide』
（http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/products_user_guide_list.html）を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 ポータルの URL、ユーザ ID、デフォルトのパスワードは、システム管理者から受け取ります。
通常、ポータルの URLは、http://<ip_address or hostname>/ucmuserです。

ステップ 2 コンピュータでブラウザを開き、URLを入力します。

ステップ 3 セキュリティ設定を許可するプロンプトが表示されたら、[はい]または [証明書のインストール]
を選択します。

ステップ 4 [ユーザ名]フィールドにユーザ IDを入力します。

ステップ 5 [パスワード]フィールドにパスワードを入力します。

ステップ 6 [ログイン]を選択します。

ステップ 7 ログアウトするには、[ログアウト]を選択します。

Web での機能およびサービスの設定
この項では、ログイン後に Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルから機能と
サービスを設定する方法について説明します。

Web 上のパーソナルディレクトリ
ユーザのコンピュータからアクセス可能なパーソナルディレクトリフィーチャセットは、次の

要素で構成されています。

•個人アドレス帳（PAB）

•ファストダイヤル

• Cisco Unified Communications Manager Address Book Synchronizer

PABおよびファストダイヤルには、会議ステーションからもアクセスできます。

関連トピック

パーソナルディレクトリ, （31ページ）
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Web 上の個人アドレス帳
この項では、Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルから PABを使用する方法
について説明します。

新しい個人アドレス帳エントリの追加

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [個人アドレス帳]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 エントリの情報を入力します。

個人アドレス帳エントリの検索

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [個人アドレス帳]を選択します。

ステップ 2 検索情報を指定し、[検索]をクリックします。

個人アドレス帳エントリの編集

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [個人アドレス帳]を選択します。

ステップ 2 編集する PABエントリを検索します。

ステップ 3 編集する PABエントリのニックネームをクリックします。

ステップ 4 エントリを編集し、[保存]をクリックします。
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個人アドレス帳エントリの削除

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [個人アドレス帳]を選択します。

ステップ 2 削除する PABエントリを検索します。

ステップ 3 削除する PABエントリの横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [選択項目の削除]をクリックします。

Web でのファストダイヤル
この項では、Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルからファストダイヤルを
割り当てる方法について説明します。

ヒント

•最大 500件のファストダイヤルおよび PABエントリを作成できます。

• PABエントリを使用せずに新規のファストダイヤルエントリを作成すると、そのファスト
ダイヤルエントリにはCiscoUnifiedCommunicationsManagerセルフケアポータルで「“なし”」
というラベルが付けられます。そのエントリには、設定可能なテキストラベルは表示され

ず、PABで一致するエントリがありません。

パーソナルディレクトリエントリへのファストダイヤルコードの割り当て

手順

ステップ 1 パーソナルディレクトリにログインします。

ステップ 2 名前の情報を入力して [送信]を押します。

ステップ 3 名前を選択して [ファスト]を押します。

ステップ 4 番号を選択し、[選択]を押します。

ステップ 5 [次へ]を押します。

ステップ 6 番号に割り当てる新しいファストダイヤルコードに対して [割り当て]を押します。
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電話番号へのファストダイヤルコードの割り当て

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 3 [新規追加]を選択します。

ステップ 4 必要に応じて、ファストダイヤルコードを変更します。

ステップ 5 電話番号を入力します。

ステップ 6 [保存]を選択します。

ファストダイヤルエントリの検索

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 3 検索情報を指定して、[検索]を選択します。

ファストダイヤル電話番号の編集

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 3 編集するファストダイヤルエントリを検索します。

ステップ 4 エントリのコンポーネントを選択します。

ステップ 5 電話番号を変更します。

ステップ 6 [保存]を選択します。

Cisco Unified Communications Manager 10.0 向け Cisco Unified IP Phone 8831 ユーザガイド
75

Cisco Unified Communications Manager セルフケアポータル
Web でのファストダイヤル



ファストダイヤル個人アドレス帳エントリの削除

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルにログインします。

ステップ 2 ファストダイヤルエントリを検索します。

ステップ 3 1つまたは複数のエントリを選択します。

ステップ 4 [選択項目の削除]を選択します。

アドレス帳同期ツール

Cisco Unified Communications Manager Address Book Synchronizerを使用して、既存のMicrosoft
Windowsアドレス帳（使用している場合）をPABと同期できます。会議ステーションおよびCisco
Unified Communications Managerセルフケアポータルから、Microsoft Windowsアドレス帳のエント
リにアクセスできるようになります。CiscoUnifiedCommunicationsManagerAddressBookSynchronizer
のアクセス権と詳しいインストール手順の情報については、システム管理者にお問い合わせくだ

さい。

Web でのスピードダイヤルの設定
会議ステーションは、設定に応じて複数のスピードダイヤル機能をサポートできます。

•スピードダイヤル

•短縮ダイヤル

•ファストダイヤル

この項では、Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルからスピードダイヤル機
能を設定する方法について説明します。

関連トピック

スピードダイヤル, （66ページ）
Webでのファストダイヤル, （74ページ）
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スピードダイヤルコードの設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルで、[ユーザオプション] > [デバイス]を
選択します。

ステップ 2 [名前]ドロップダウンメニューから電話を選択します。

ステップ 3 [スピードダイヤル]を選択します。

ステップ 4 スピードダイヤルの設定領域に、スピードダイヤルコードの番号とラベルを入力します。

ステップ 5 [保存]を選択します。

短縮ダイヤルコードの設定

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [デバイス]を選択します。

ステップ 2 [名前]ドロップダウンメニューから電話機を選択します。

ステップ 3 [スピードダイヤル]をクリックします。

ステップ 4 短縮ダイヤルコードの番号とラベルを入力します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

Web での電話機サービスの設定
会議ステーションサービスには、特殊な会議ステーションの機能、ネットワークデータ、Web
ベースの情報（株式相場、映画情報など）などがあります。会議ステーションサービスにアクセ

スする前に、まず会議ステーションサービスに登録する必要があります。

この項では、CiscoUnifiedCommunicationsManagerセルフケアポータルを使用して会議ステーショ
ンサービスを設定する方法について説明します。
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サービスの登録

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルで、[ユーザオプション] > [デバイス]を
選択します。

ステップ 2 [名前]ドロップダウンメニューから電話を選択します。

ステップ 3 [IP Phoneサービス]を選択します。

ステップ 4 [新規追加]を選択します。

ステップ 5 ドロップダウンリストからサービスを選択し、[次へ]をクリックします。

ステップ 6 （オプション）可能な場合はサービスラベルを変更したり追加のサービス情報を入力したりしま

す。

ステップ 7 [保存]を選択します。

サービスの検索

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルで、デバイスを選択します。

ステップ 2 [IP Phoneサービス]を選択します。

ステップ 3 [検索]を選択します。

サービスの変更または解除

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルで、サービスを検索します。

ステップ 2 1つまたは複数のエントリを選択します。

ステップ 3 [選択項目の削除]を選択します。

   Cisco Unified Communications Manager 10.0 向け Cisco Unified IP Phone 8831 ユーザガイド
78

Cisco Unified Communications Manager セルフケアポータル
Web での電話機サービスの設定



サービス名の変更

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルで、サービスを検索します。

ステップ 2 サービス名を選択します。

ステップ 3 情報を変更して [保存]を選択します。

電話機でのサービスへのアクセス

手順

会議ステーションで > [サービス]を選択します。

Web でのユーザ設定
ユーザ設定には、パスワード、PIN、および言語（ロケール）の設定が含まれます。

PINおよびパスワードを使用して、さまざまな機能およびサービスにアクセスできます。たとえ
ば、PINは、会議ステーションで Cisco Extension Mobilityまたはパーソナルディレクトリにログ
インするために使用します。パスワードは、パーソナルコンピュータで Cisco Unified
Communications Managerセルフケアポータルおよび Cisco WebDialerにログインするために使用し
ます。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

この項では、Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルからユーザ設定を制御す
る方法について説明します。

ブラウザのパスワードの変更

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ユーザ設定]を選択します。

ステップ 3 現在のパスワードを入力します。

ステップ 4 新しいパスワードを入力します。

ステップ 5 [パスワードの確認]フィールドに新しいパスワードを再度入力します。

ステップ 6 [保存]を選択します。
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PIN の変更

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ユーザ設定]を選択します。

ステップ 3 現在の PINを入力します。

ステップ 4 新しい PINを入力します。

ステップ 5 [PINの確認]フィールドに新しい PINを再度入力します。

ステップ 6 [保存]を選択します。

電話機のディスプレイの言語の変更

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [デバイス]を選択します。

ステップ 3 [ユーザロケール]ドロップダウンリストから項目を選択します。

ステップ 4 [保存]を選択します。

Web での回線設定
回線の設定には、会議ステーションに設定するコール転送、ボイスメッセージのインジケータ、

呼出音タイプ、回線テキストラベルが含まれます。

デフォルトでは、呼出音タイプと回線テキストラベルのオプションは、Cisco Unified
CommunicationsManagerセルフケアポータルに表示されません。これらのオプションにアクセ
スできるように設定するには、システム管理者にお問い合わせください。

（注）

この項では、Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルから更新できる回線の設
定について説明します。
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関連トピック

コール転送, （45ページ）
設定, （24ページ）

回線ごとのコール転送の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルで、[ユーザオプション] > [デバイス]を
選択します。

ステップ 2 [名前]ドロップダウンメニューから電話を選択します。

ステップ 3 [回線の設定]を選択します。

ステップ 4 電話機に割り当てられている電話番号（回線）が複数ある場合は、[回線]ドロップダウンメニュー
から回線を選択します。

ステップ 5 [着信コールの転送]領域で、さまざまな状況に対してコール転送設定を選択します。

ステップ 6 [保存]を選択します。

回線ごとのボイスメッセージインジケータ設定の変更

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルで、[ユーザオプション] > [デバイス]を
選択します。

ステップ 2 [名前]ドロップダウンメニューから電話を選択します。

ステップ 3 [回線の設定]を選択します。

ステップ 4 （オプション）電話機に複数の電話番号（回線）が割り当てられている場合は、[回線]ドロップ
ダウンメニューから回線を選択します。

ステップ 5 メッセージ受信ランプ領域で、さまざまな設定から選択します。

通常、デフォルトのメッセージ受信設定では、電話機でハンドセットのライトストリップの赤い

ランプが点灯することにより、新しいボイスメッセージがあることを示します。

ステップ 6 [保存]を選択します。
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回線ごとのオーディオボイスメッセージインジケータの設定の変更

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルで、[ユーザオプション] > [デバイス]を
選択します。

ステップ 2 [名前]ドロップダウンメニューから電話を選択します。

ステップ 3 [回線の設定]を選択します。

ステップ 4 電話機に割り当てられている電話番号（回線）が複数ある場合は、[回線]ドロップダウンメニュー
から回線を選択します。

ステップ 5 オーディオメッセージ受信インジケータ領域で、さまざまな設定から選択します。

ステップ 6 [保存]を選択します。

呼出音タイプの変更

会議ステーションがアイドル状態である場合、着信コールの呼び出しではアイドル状態の呼出音

設定が使用されます。会議ステーションがアクティブである場合、着信コールの呼び出しでは連

続呼出音設定が使用されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルで、[ユーザオプション] > [デバイス]を
選択します。

ステップ 2 複数のデバイスを使用している場合、デバイスを選択します。

ステップ 3 [回線の設定]を選択します。

ステップ 4 [呼出音設定]領域で、着信コールがどのように示されるかを会議ステーションに指示するための
設定を選択します。

ステップ 5 [保存]を選択します。
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着信側電話機に表示される回線テキストラベルの更新

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルで、[ユーザオプション] > [デバイス]を
選択します。

ステップ 2 複数のデバイスを使用している場合、デバイスを選択します。

ステップ 3 [回線の設定]を選択します。

ステップ 4 [回線のテキストラベル]領域に、別の会議ステーションへコールしたときに電話番号を識別する
テキストを入力します。

回線のテキストラベルを指定しない場合、着信側の電話機に電話番号が表示されます。

ステップ 5 [保存]を選択します。

Cisco WebDialer
Cisco WebDialerを使用すると、Webブラウザで項目をクリックすることで、ディレクトリ連絡先
へのコールを会議ステーションで発信できます。この機能の設定は、システム管理者が行う必要

があります。

ユーザオプションディレクトリでの WebDialer の使用

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerセルフケアポータルにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ディレクトリ]を選択して同僚を検索します。

ステップ 3 ダイヤルする番号をクリックします。

ステップ 4 WebDialerを初めて使用する場合は、[Cisco WebDialer -コールの開始]ページで初期設定を行いま
す。

ステップ 5 [ダイヤル]をクリックします。

ステップ 6 これで電話機からコールが発信されます。

ステップ 7 コールを終了するには、[終了]をクリックするか、電話機から切断します。
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別のオンライン社内ディレクトリ（ユーザのユーザオプションディレクトリではな

いもの）での WebDialer の使用

手順

ステップ 1 WebDialerが有効な社内ディレクトリにログインし、同僚を検索します。

ステップ 2 ダイヤルする番号をクリックします。

ステップ 3 プロンプトが表示されたら、ユーザ IDとパスワードを入力します。

ステップ 4 WebDialerを初めて使用する場合は、[Cisco WebDialer -コールの開始]ページで初期設定を行いま
す。

ステップ 5 [ダイヤル]をクリックします。
これで電話機からコールが発信されます。

ステップ 6 コールを終了するには、[終了]をクリックするか、電話機から切断します。

WebDialer からのログアウト

手順

[Cisco WebDialer -コールの開始]ページまたは [Cisco WebDialer -終了]ページの [ログアウト]ア
イコンをクリックします。

WebDialer の初期設定の設定、表示または変更

手順

ステップ 1 [Cisco WebDialer -コールの開始]ページにアクセスします。
[Cisco WebDialer -コールの開始]ページは、WebDialerを初めて使用するとき（ダイヤルする番号
をクリックした後）に表示されます。

ステップ 2 （オプション）設定を変更します。

[Cisco WebDialer -コールの開始]ページには、次のオプションがあります。

• [優先する言語]：WebDialer設定およびプロンプトに使用する言語を指定します。

• [優先するデバイスを使用する]：WebDialerコールを発信するときに使用するCisco Unified IP
Phone（発信デバイス）および電話番号（発信デバイスまたは回線）を特定します。 1本の
回線を持つ電話機を 1台だけ使用している場合は、適切な電話機と回線が自動的に選択され
ます。それ以外の場合は、電話機または回線を選択します。複数の電話機を使用している
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場合、デバイスの種類およびMACアドレスで指定します。電話機にMACアドレスを表示
するには、[設定] > [ネットワークの設定] > [MACアドレス]を選択します。

エクステンションモビリティプロファイルがある場合、[コールに使用するデバイ
ス]メニューから、エクステンションモビリティログインデバイスを選択できま
す。

（注）

• [エクステンションモビリティを使用する]：選択した場合、CiscoWebDialerがCiscoExtension
Mobilityプロファイルに関連付けられている会議ステーションを使用するように要求されま
す（使用可能な場合）。

• [コールの確認ダイアログを表示しない]：選択した場合、WebDialerが [CiscoWebDialer -コー
ルの開始]ページを表示しないように要求されます。デフォルトでは、このページは、
WebDialerが有効なオンラインディレクトリの電話番号をクリックした後に表示されます。

• [自動終了の無効化]：選択した場合、Cisco WebDialerが [Cisco WebDialer -終了]ページを表
示するように要求されます。
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第 8 章

その他のオプション

システム管理者は必要に応じて、特別なサービスや機能のほかに、特別なボタンやソフトキーの

テンプレートを使用するように Cisco Unified IP Conference Phone 8831を設定できます。次の表
は、設定オプションの概要について説明しています。コールの需要や作業環境に応じたオプショ

ンの設定について、システム管理者と相談するときに役立ちます。

詳細情報必要なアクション目的

システム管理者または電話機の

サポートチームにお問い合わ

せください。

サポートするコール数を増やす

ように、回線の設定をシステム

管理者に依頼します。

会議ステーション

は、最大 6コールを
サポートします。

（注）

会議ステーション回線が処理で

きるコール数を増やす必要があ

る

スピードダイヤル, （66ペー
ジ）の参照

まず、すべてのスピードダイ

ヤルエントリが割り当てられ

ていることを確認します。

スピードダイヤルの追加が必

要な場合は、短縮ダイヤルまた

はファストダイヤルの使用を

検討してください。

スピードダイヤルエントリが

足りない

共有回線, （66ページ）の参
照

共有回線が必要です。共有回

線を使用することで、たとえば

1つの内線番号をデスクの電話
機と実験室の電話機で使用でき

ます。

1つの内線を複数の電話機で使
用したい
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詳細情報必要なアクション目的

これらの機能については、シス

テム管理者にお問い合わせくだ

さい。また、次の説明を参照し

てください。

•コールパーク, （46ペー
ジ）

•コールピックアップ, （
47ページ）

•共有回線, （66ページ）

• Cisco Extension Mobility,
（54ページ）

次の機能の導入を検討します。

•コールパーク：転送機能
を使用せずにコールを保

存、および取得できま

す。

•コールピックアップ：別
の電話機で鳴っている

コールに応答できます。

•共有回線：同僚のコール
を表示、またはそのコー

ルに参加できます。

•エクステンションモビリ
ティ：会議ステーション

番号とユーザプロファイ

ルを共有の会議ステー

ションに適用できます。

会議ステーションやオフィス

スペースを同僚と共有している

Cisco Extension Mobility, （54
ページ）の参照

Cisco Extension Mobilityサービ
スについてシステム管理者に問

い合わせます。

会議ステーション番号と設定を

共有の会議ステーションに一時

的に適用したい

次の各項を参照してください。

•リンクモード, （25ペー
ジ）

•室内カバー範囲の拡張,（
51ページ）

以下について管理者に問い合わ

せます。

•会議ステーションの別の
サウンドベースへのリン

ク

•ワイヤレス拡張マイクロ
フォンキットの追加

•有線拡張マイクロフォン
キットの追加

音声のカバー範囲を拡げたい
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第 9 章

トラブルシューティング

• 一般的なトラブルシューティング, 89 ページ

• 電話機の管理データ, 90 ページ

• 品質レポートツール, 91 ページ

一般的なトラブルシューティング
この項では、ご使用の会議ステーションに関する一般的な問題のトラブルシューティングに役立

つ情報を示します。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

説明症状

次の状況の 1つ以上が当てはまります。

• Cisco Extension Mobilityサービスにログイ
ンする必要があります。

•会議ステーションに時間帯制限が設定さ
れ、特定の時間帯に一部の機能を使用でき

なくなっています。

ダイヤルトーンが聞こえないか、コールを実行

できない。

システム管理者が会議ステーションのボタンを

無効にしている可能性があります。

会議ステーションのボタンが反応しない。
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説明症状

次の状況の 1つ以上が当てはまります。

•回線の状態を変更する必要があります（オ
フフックにする、または接続コールにする

など）。

•その他のソフトキーを表示させるために
[次へ]を押す必要があります。

•会議ステーションが、ソフトキーに関連付
けられている機能をサポートするように設

定されていません。詳細については、管

理者に問い合わせてください。

使用したいソフトキーが表示されていない。

次の状況の 1つ以上が当てはまります。

•使用している会議ステーションに暗号化機
能が設定されていない場合、暗号化された

コールには割り込みできません。この理

由によって割り込みの試行が失敗すると、

会議ステーションで速いビジー音が聞こえ

ます。

• [プライバシ]ソフトキーをオンに切り替え
ています。

割り込みが失敗し、速いビジー音が聞こえる。

[割込み]を使用して参加したコールが保留状態
になるか、転送されるか、または会議コールに

切り替えられた場合は、そのコールから切断さ

れます。

[割込み]を使用して参加したコールが切断され
る。

通話相手がコール転送を有効にしている可能性

があります。

[折返し]が失敗する。

電話機の管理データ
システム管理者が、トラブルシューティングの目的で、会議ステーションの管理データへのアク

セスを指示する場合があります。

操作目的

[機能] > [管理者設定] > [ネットワークの設定]
を選択し、表示する項目に移動します。

ネットワーク構成データにアクセスする。
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操作目的

[機能] > [管理者設定] > [ステータス]を選択し、
表示する項目に移動します。

ステータスデータにアクセスする。

[機能] > [管理者情報] > [電話の情報]を選択し、
表示する項目に移動します。

モデル情報にアクセスする。

品質レポートツール
パフォーマンスに関する問題のトラブルシューティングに役立てるために、システム管理者によ

り一時的に、会議ステーションに品質レポートツール（QRT）が設定されることがあります。 [品
質]を押すと、システム管理者に情報を送信できます。設定に応じて、QRTは次の用途に使用し
ます。

•現在のコールのオーディオに関する問題をすぐにレポートします。

•カテゴリのリストから一般的な問題を選び、原因コードを選択します。
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第 10 章

シスコ製品（ハードウェア）に関する 1 年
間の限定保証規定

• 保証の概要, 93 ページ

• Cisco Information Packetの表示, 93 ページ

• シスコ製品（ハードウェア）に関する 1年間の限定保証規定, 94 ページ

保証の概要
保証期間内にお客様が受けられるハードウェアの保証およびサービスに関して適用される特別な

条件があります。シスコのソフトウェアに適用される保証を含む正式な保証書は、Cisco.comか
ら入手できます。

Cisco Information Packet の表示
次の手順を実行して、Cisco.comから Cisco Information Packetおよび保証書にアクセスし、これら
をダウンロードしてください。

手順

ステップ 1 ブラウザを起動し、次の URLに進みます。
http://www.cisco.com/en/US/products/prod_warranties_listing.html

Warranties and License Agreementsページが表示されます。

ステップ 2 Cisco Information Packetを表示するには、次の手順を実行します。
a) [Information Packet Number]フィールドをクリックし、製品番号 78-5235-03B0が強調表示され
ていることを確認します。

b) 文書を表示する言語を選択します。
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c) [Go]をクリックします。
d) Information Packetの Cisco Limited Warranty and Software Licenseページが表示されます。
e) このページから文書をオンラインで見ることも、PDFアイコンをクリックして、文書を PDF
（Adobe Portable Document Format）形式でダウンロードし、印刷することもできます。

PDFファイルを表示し、印刷するには、AdobeAcrobatReaderが必要です。これは、
http://www.adobe.comからダウンロードできます。

（注）

ステップ 3 お手持ちの製品について、翻訳またはローカライズされた保証情報を表示するには、次の手順を

実行します。

a) [Warranty Document Number（保証ドキュメント番号）]フィールドに、次の製品番号を入力し
ます：78-10747-01C0

b) 文書を表示する言語を選択します。
c) [Go]をクリックします。 Cisco warrantyページが表示されます。
d) このページから文書をオンラインで見ることも、PDFアイコンをクリックして、文書を PDF
（Adobe Portable Document Format）形式でダウンロードし、印刷することもできます。

また、Cisco Service and SupportのWebサイト（http://www.cisco.com/public/Support_root.shtml）に
アクセスして、サポートを受けることもできます。

シスコ製品（ハードウェア）に関する 1 年間の限定保証
規定

保証期間内にお客様が受けられるハードウェアの保証およびサービスに関して適用される特別な

条件があります。

シスコのソフトウェアに適用される保証およびライセンス契約を含む正式な保証書は、Cisco.com
の次の URLで提供しています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/warranty/English/1Y1DEN__.html
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